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「ESD in 三重 2014」報告

11 月 7日(金)アジア・太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習（海の博物館・海女小屋（国崎）） 

11 月 7日(金)アジア・太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習（三重大学附属練習船勢水丸）

11 月 8日(土) ESD エクスカーション（松名瀬干潟）
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11 月 9日(日) ESD エクスカーション（三重県総合博物館）

11月9日(日) 分科会 

11 月 8日(土) ESD エクスカーション（斎宮歴史博物館）

― 2 ―



11 月 10 日(月) 「映画"WOOD JOB！"と三重大学演習林」企画展示オープニング 

11 月 10 日(月) アジア・太平洋環境コンソーシアム ESD国際シンポジウム

環境コンテスト表彰式 ポスター部門

11 月 9日(日) 分科会（全体会） 

「ESD in 三重 2014」成果報告 
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ECO アイデア表彰式 基調講演① 

基調講演② 記念講演 

環境コンテスト表彰式 標語部門 環境コンテスト表彰式 壁新聞部門 

11 月 10 日(月) アジア・太平洋環境コンソーシアム ESD国際シンポジウム
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分科会発表 総括コーディネーター 

11 月 10 日(月) アジア・太平洋環境コンソーシアム ESD国際シンポジウム

アジア・太平洋持続可能な開発のための教育（ESD） 
ユース宣言 

分科会発表 地球温暖化 

分科会発表 防災学習 

分科会発表 生物多様性 

分科会発表 歴史文化遺産 
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パネル展示 

アジア・太平洋持続可能な開発のための教育（ESD） 
ユース宣言 

分科会発表 国際理解 

11月12日(水)  ESD交流セミナー「ESD in 三重2014」 

「ESD in 三重 2014」成果報告 分科会発表 総括コーディネーター 

11月10～12日 ESD交流フェスタ 三重大学ブース ・ 併催イベント パネル展示 

三重大学ブース 
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こ
の

度
ES

D
 i

n 
三

重
20

14
に

参
加

し
た

私
た

ち
、

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

ユ
ー

ス
は

、
伊

勢
湾

洋
上

国
際

環
境

学
習

な
ど

、
環

境
及

び
文

化
に

触
れ

る
様

々
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

体
験

し
ま

し
た

。

こ
の

貴
重

な
体

験
を

生
か

し
、

持
続

可
能

な
社

会
を

つ
く

る
た

め
に

こ
の

宣
言

文
を

作
成

し
ま

し
た

。
 

現
在

、
気

候
変

動
や

生
物

多
様

性
の

減
少

、
環

境
悪

化
に

伴
う

社
会

的
・

経
済

的
な

不
公

平
の

よ
う

な
、

国
境

を
越

え
た

問
題

が
起

き
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

問
題

は
将

来
に

な
っ

て
、

本
人

や
周

り

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

に
違

い
あ

り
ま

せ
ん

。
従

っ
て

、
私

た
ち

は
、

地
球

上
の

す
べ

て
の

命
が

調
和

す
る

持
続

可
能

な
世

界
を

創
る

た
め

に
、

次
の

よ
う

に
宣

言
し

ま
す

。
 

 １
．

危
険

や
安

全
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
日

ご
ろ

か
ら

身
の

回
り

の
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
た

め
に

備
え

ま
す

。
 

◎
私

た
ち

は
災

害
を

自
分

に
も

起
こ

り
う

る
も

の
と

し
て

捉
え

、
危

険
に

つ
い

て
自

発
的

に
考

え
て

、
今

日
、

明
日

、
そ

し
て

未
来

の
た

め
に

、
知

識
を

伝
え

て
い

き
ま

す
。

 
◎

一
人

ひ
と

り
が

各
地

域
の

特
徴

を
把

握
し

て
、

災
害

に
関

す
る

課
題

を
見

出
し

、
そ

れ
に

対
応

で
き

る
力

を
養

い
ま

す
。

 

２
．

今
あ

る
生

態
系

を
保

護
し

、
資

源
の

有
効

活
用

の
た

め
の

活
動

を
展

開
し

ま
す

。
 

◎
私

た
ち

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
大

切
に

し
、

木
を

植
え

、
環

境
に

配
慮

し
た

乗
り

物
を

使
う

こ
と

で
二

酸
化

炭
素

の
排

出
を

減
ら

し
ま

す
。

 
◎

あ
ら

ゆ
る

生
物

が
共

存
し

て
い

く
た

め
に

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
重

要
性

を
広

め
て

い
き

ま
す

。
 

３
．

豊
か

な
自

然
環

境
を

次
世

代
に

残
し

て
い

く
た

め
に

努
め

ま
す

。
 

◎
自

然
の

バ
ラ

ン
ス

を
保

つ
た

め
に

正
し

い
知

識
を

身
に

つ
け

、
次

世
代

に
も

継
承

し
て

い
き

ま
す

。
 

◎
環

境
保

全
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
世

代
を

問
わ

ず
、

す
べ

て
の

人
々

へ
の

環
境

教
育

に
力

を
注

ぎ
ま

す
。

 

４
．

生
活

と
環

境
の

調
和

を
保

つ
た

め
に

努
め

ま
す

。
 

◎
環

境
問

題
を

私
た

ち
自

身
の

課
題

と
し

て
と

ら
え

、
遺

産
、

文
化

、
自

然
か

ら
得

た
知

識
を

用
い

て
、

と
も

に
行

動
し

ま
す

。
 

◎
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
に

必
要

な
習

慣
を

つ
け

る
た

め
に

、
伝

統
文

化
を

保
全

、
継

承
す

る
意

識
を

高
め

、
実

行
し

ま
す

。
 

５
．

国
際

的
な

視
点

を
持

ち
、

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
ユ

ー
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

固
に

し
、

問
題

解
決

に
協

力
し

ま
す

。
 

◎
私

た
ち

は
互

い
の

言
葉

に
耳

を
傾

け
、

違
い

を
理

解
、

尊
重

し
合

い
、

行
動

に
移

し
ま

す
。

 
◎

自
国

の
習

慣
に

よ
る

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
ず

に
、

さ
ま

ざ
ま

な
視

点
か

ら
も

の
ご

と
を

考
え

、
そ

れ
を

発
信

し
て

い
き

ま
す

。
 

  私
た

ち
は

、
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
に

向
け

て
必

要
な

こ
と

を
考

え
、

学
び

、
平

等
で

豊
か

な
世

界
を

目
指

し
ま

す
。

自
然

と
人

間
が

調
和

し
、

命
あ

ふ
れ

る
地

球
を

未
来

に
引

き
継

ぐ
こ

と
を

実

現
す

る
た

め
に

努
め

ま
す

。
そ

の
た

め
に

、
現

代
社

会
の

お
け

る
問

題
に

注
意

を
向

け
、

積
極

的
に

知
識

を
習

得
し

、
解

決
に

挑
み

ま
す

。
こ

の
使

命
を

果
た

す
た

め
に

、
と

も
に

努
力

を
惜

し
ま

な
い

こ
と

を
、

こ
こ

に
宣

言
し

ま
す

。
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14

年
11

月
10

日
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 W
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de
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 D
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n 
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tr
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ut
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 th

e 
es

ta
bl
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en
t o

f a
 s

us
ta

in
ab

le
 s

oc
ie

ty
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To
da

y,
 t

he
 w

or
ld

 is
 fa

ci
ng

 a
 n

um
be

r 
of

 g
lo

ba
l i

ss
ue

s 
su

ch
 a

s 
cl

im
at

e 
ch

an
ge

, d
et

er
io

ra
tio

n 
of

 b
io

di
ve

rs
ity

, a
nd

 t
he

 m
an

y 
so

ci
al

 a
nd

 e
co

no
m

ic
 in

ju
st

ic
es

 t
ha

t 
ac

co
m

pa
ny

 
en

vi
ro

nm
en

ta
l d

eg
ra

da
tio

n.
 T

he
re

 is
 n

o 
do

ub
t t

ha
t t

he
se

 is
su

es
 a

re
 h

ar
m

in
g 

ou
r 

w
or

ld
. T

he
re

fo
re

, w
e 

he
re

by
 m

ak
e 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
de

cl
ar

at
io

ns
 to

 c
re

at
e 

a 
su

st
ai

na
bl

e 
w

or
ld

 
in

 w
hi

ch
 a

ll 
cr

ea
tu

re
s 

on
 th

e 
ea

rt
h 

ca
n 

liv
e 

in
 h

ar
m

on
y.

 T
o 

do
 th

is
: 

1.
  W

e 
w

ill
 ra

is
e 

aw
ar

en
es

s 
fo

r 
di

sa
st

er
 a

nd
 s

af
et

y,
 a

nd
 p

re
pa

re
 o

ur
se

lv
es

 to
 a

vo
id

 p
ot

en
tia

l r
is

ks
 o

n 
a 

re
gu

la
r 

ba
si

s.
  

-W
e 

w
ill

 th
in

k 
fo

r 
ou

rs
el

ve
s 

ab
ou

t p
os

si
bl

e 
da

ng
er

s,
 s

ha
re

 o
ut

 th
ou

gh
ts

 a
nd

 p
as

s 
th

em
 o

n.
  

- U
nd

er
st

an
di

ng
 th

e 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

s 
of

 o
ur

 o
w

n 
re

gi
on

, w
e 

w
ill

 a
cq

ui
re
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ow

er
 e

no
ug

h 
fo

r 
su

pp
or

tin
g 

th
e 

is
su

es
 re

la
te

d 
to

 th
e 

di
sa

st
er

s.
 

2.
  W
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w

ill
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se

rv
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th
e 

cu
rr

en
t b

io
di

ve
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ity
 a

nd
 p

ro
m

ot
e 

ac
tiv
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es

 to
 fa

ci
lit

at
e 

an
 e

ffe
ct

iv
e 

us
e 

of
 r

es
ou

rc
es

. 
- W

e 
w

ill
 ta

ke
 a

ct
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n 
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 r
ed

uc
e 

ca
rb
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 d
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de
, s

av
e 

en
er
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us
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al
 tr
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or
ta

tio
n,

 p
la

nt
 m

or
e 

tr
ee
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- W

e 
w

ill
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th
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im
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en
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 o
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of
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4.
  W
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w

ill
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nt

ai
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e 
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th
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en
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- W
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 w
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er
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ul
tu

re
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nd
 N
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ro
m
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w
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ve
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ot

te
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ill

 co
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「ESD in 三重 2014」報告 

 
朴 恵淑 

三重大学理事・副学長 
 
 
 
 
 
 
 

  





朴 恵淑（三重大学理事・副学長）

1. 「世界一環境先進大学」三重大学の環境戦略
2. スマートキャンパス／MIEUポイントとESD
3. 四日市公害から学ぶ「四日市学」とESD
4. 「ESD in 三重 2014」；持続可能な開発のための
教育(ESD)に関するユネスコ世界会議

三重から世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す
～人と自然の調和・共生の中で～

[三重大学概要]（H26.5.1.）
・敷地面積：5,511,692㎡
・建物延面積：326.695㎡
・学生数：7,298人
＊附属学校学生数：1,231人
・教職員数：1,852人
・H25年度ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量
(電気)約27,640MWh

(ガス)約4,153,000m3

(A重油)約564kl

(CO2排出量)約20,966t-

3

伊 勢 湾

環境・情報科学館（MEIPL館）

第２２回 地球環境大賞 文部科学大臣賞
東京明治記念館 2013年4月22日

三重大学環境マネジメントシステム（EMS）でＩＳＯ１４００１の認証取得
※三重大学アカデミックフェア2008 特別功労賞受賞

三重大学環境マジメントシステム 構築・運用開始
第10回環境コミュニケーション大賞 環境配慮促進法特定事業者賞

ＩＳＯ１４００１継続審査
第12回環境コミュニケーション大賞 環境配慮促進法特定事業者賞
第12回環報告書賞 公共部門賞
平成20年度容器包装３Ｒ促進環境大臣賞
※学長表彰

環境方針 改正/ＩＳＯ１４００１継続審査
第13回環境コミュニケーション大賞 環境配慮促進法特定事業者賞
第8回日本環境経営大賞 環境経営部門環境 経営パール大賞
※三重エコビーチ2009活動賞

ＩＳＯ１４００１更新審査
第14回環境コミュニケーション大賞 環境配慮促進法特定事業者賞
第14回環境報告書賞 公共部門賞
第2回エコ大学ランキング総合・国立大学部門 第1位
※低炭素杯2011 優秀賞/学長表彰

ＩＳＯ１４００１継続審査
第15回環境報告書賞 公共部門賞

ＩＳＯ１４００１継続審査
第22回地球環境大賞 文部科学大臣賞
※第1回みえ環境大賞 環境活動部門

ＩＳＯ１４００１更新審査
第5回エコ大学ランキング総合1位
※第14回中部の未来創造大賞優秀賞及び特別賞：中日新聞社賞

ＩＳＯ１４００１キックオフ宣言

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ大賞 環境報告書賞

地球環境大賞
文部科学大臣賞

エコ大学ランキング１位

エコ大学ランキング１位

日本環境経営パール大賞

容器包装３Ｒ推進環境大臣賞

※環境ＩＳＯ学生委員会の受賞

「「世界一環境先進大学」三重大学の環境関連の受賞

「世界一環境先進大学」三重大学の環境戦略
（１）産官学民連携の国際プラットホームの構築
・「環境・情報科学館（MEIPL館）」開館 (H24.3.6.)
・「国際環境教育研究センター」発足 (H26.4.1.)

（２）三重大学ブランドの持続発展教育(ESD)の推進
・三重大学ブランドの環境教育・持続発展教育(ESD)
→ 四日市公害から学ぶ「四日市学」
→ 「ESD in 三重 2014」（2014年11月；ユネスコ世界会議）

（３）スマートキャンパスの構築／MIEUポイントの発展
・創エネ・蓄エネ・省エネによるエネルギー／CO2削減
→ 2020年までにCO2を約25%削減（2010年比）
・環境活動へインセンテイブ付与によるエネルギー／CO2削減
→ 2020年までにCO2を約5%削減（2010年比）
・スマートコミュニテイへ拡大
→ オール亀山ポイントAKP; 2014年6月)

プログラムのねらい
環境問題は経済活動や人々の生活と密接に関連しています。
早急な社会的覚醒と政策的対応が求められており、世界は国際的に活躍する環境人財を必要としています。そうした時代の要請に応じて、環境意識と環境資格を備えた人財の育成
を念頭に構成されており、自ら目標を立て将来的に付加価値を高めていくことで「生きる力」を身につけることをねらいとしています。
修了証明書も発行でき、履歴書へ記載することで就職活動等にも役立てることができます。

持続発展教育（ESD）プログラムの修了に必要な単位

①共通教育科目の中で「環境」に関する授業科目 ６単位

②共通教育科目の中で上記①に必要な取得科目を除く任意
の科目 ４単位

①と②を併せて１０単位を取得することで修了認定 １０単
位

持続発展教育（ESD）プログラム修了者

38%

15%
9%

19%

19% 人文学
部

工学
部

医学
部

生物資源学
部

教育学
部

人数 価値
観

知識

行動

ＥＳＤの基本的な考え方

国際理解学習

環境教育

その他関連
する教育

エネルギー教育
三重大学

268

320

240

260

280

300

320

340

平
成

２４年
度

平
成

２５年
度

合計588名が修
了！

2

8

0

１年
生

学 部 2013年度入学者
在籍者数 修了者数 2013年度入学者に対する

修了者の割合（％）
人文学部 ２９２ １０５ ３６.０％

教育学部 ２１５ ４１ １９.１％

医学部 ２０５ ２７ １３.２％

工学部 ４１８ ５０ １２.０％

生物資源学部 ２６３ ５７ ２１.７％

合計 １３９３ ２８０ ２０.１％

２０１３年度入学者在籍者数に対する修了者の割合
学部 人数

人文学部 １２２

教育学部 ４９

医学部 ２９
工学部 ５９
生物資源学部 ６１
合計 ３２０

２０１３年度各学部の資格認定者数

２０１３年度各学部の資格認定者数の割合図

三重大ブランドの環境教育

環
境
教
育

持続発展教育
（ESD）プログラ
ム

環境資格支援
教育プログラム

環境教育実
践の幅を広
げる

2007

年

2012

年
世界遺産や地域の
文化財等に関する
教育

防災学
習

生物多様
性

気候変
動
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Ｎ

正門

蓄電池

風力発電 （300kW）

太陽光発電

スマートメーター

電気の変動緩和

3
・キャンパス内の各部門の

電気使用量を監視

・電力ピーク
の低減

・変動抑制

・再生可能エネルギーの有効活用

空調設備

電気式ヒートポンプ

（クールビズ/ウォームビズ対応）

クールビズ／ウォームビズ機

ガスコージェネレーション設備6

・CO2削減のための
エネルギー転換

照明LED設備
・LED照明の

直流給電

エネルギーマネジメントシステム（ＥＭＳ）
（1）翌日の電力・熱需給予測

翌日のキャンパスの電気・熱需要、
再生可能エネルギーの発電量を予測。

（2）翌日の運転パターンの予測
蓄電設備の充放電予測制御。

（3）デマンドレスポンス
再生可能エネルギーの発電量に合わせて
蓄放電制御と空調機を制御し、電力ピークを抑制。

気象データ

需要データデータ
ベース

風太陽

人文学部

教育学部 附属病院

医学部

工学部

吸収式冷凍機6

・コージェネの排熱を利用し、
省エネルギーを実現

伊勢湾

国道

生物資源学部

50ｍ0

三重大学スマートキャンパス（MIESC）： 創エネ・蓄エネ・省エネ
経済産業省「次世代エネルギー技術実証事業」日本の大学初！ CO2 27% 削減

・クールビズ／ウォームビズに
対応した省エネ空調

・デマンドレスポンス

・日照が良いキャンパスへの
太陽エネルギーの有効活用

○○Point

環境ポイント
管理システム

事務局・照明の消灯
・空調の停止、設定変更
・環境活動

○○Point

活動
イメージ

運用
概要

学内で実施した環境・省エネ活動を、携帯電話より登録。活動内容に応じて環境ポイントを付与。
活動のインセンティブとして、ポイントをランキング付けした上で表彰等を行う。

削減量 〇〇Wh

獲得pt. 〇〇
効果の
見える化

個人の行動履歴を管理することで、曖昧になりがちな「個人の努力」を「見える化」し、かつその行動に対
してインセンティブを与えることで、活動への興味と積極性を促すことを目的とする

生協との協働
インセンテイブ

・ポイントとりまとめ

…

目的

学生・職員
〇〇講義室

照明 OFF

活動登録

活動効果実感、
インセンティブ

参加者の意識向上、
自主的な活動推進を目指す

活動の見える化
携帯エコポイントシステム

環境実践教育
三重大学エコポイントシステム（ＭＩＥＵ Ｐｏｉｎｔ）
CO2 5%削減

地域へ拡大 〜地域活性化
オール亀山ポイント (AKP)

四日市公害から学ぶ「四日市学」

環境・情報科学館（メープル館）１階ホールで約２００名の参加があり、シンポジウムを開催しました。
第１部は「四日市公害の過去・現在・未来を問う「四日市学」をテーマに、第２部は、パネルディスカッション「アジアの環境問題と国際環境協力・グ
ローバル環境人財育成」をテーマに討論を行いました。 四日市公害訴訟判決40周年記念国際環境シンポジウム

国際環境シンポジウム
写真展示会「四日市学」

四日市公害問題から環境先進大学として社会へ出たときに環境についてリーダーシップがとれ、世界へ飛躍する人材を育成することを目的とし、
環境・情報科学館で開催しました。当日、約１８０名の学生が参加がありました。
本学の共通教育総合教育科目「四日市公害から学ぶ四日市学」の授業の一環として、当時の四日市公害を知る、四日市再生「公害市民塾」の野
田之一さん、山本勝治さん、澤井余志郎さん、伊藤三男さんの４名を語り部として迎え、体験などを聞きました。

四日市公害から学ぶ四日市学」
～四日市公害の語り部と学生の交流会 平成24年6月6日（水）開催

第１部 第２部

平成24年7月21日（土）開催
平成24年6月1日（金）～7月31日（火）開催

四日市公害から学ぶ「四日市学」 と ESD
四日市学の目的

（2001年4月～）四日市公害を負の遺産から正の遺産としてとらえなおし、自治体を含む
地域・住民と協働できる認識共同体を形成し、未来の環境快適都市づくりへ寄与する。

４つのアプローチ

人間学
命の尊厳

未来学
持続可能な社会システム

★公害問題の原点は何か？
★公害被害者の生存権を守
る手段
★環境破壊がもたらした
人間の価値判断の喪失

2004年4月～「四日市公害から学ぶ四日市学」
（三重大学 共通教育）

人間と自然との関係とは何かという
人間としての根本的な命題を考える。

アジア学
国際環境協力

★公害都市から未来へ
の環境快適都市への

再生について

★公害を体験していない学生
に四日市公害の過去・現在・
未来の環境快適都市をめざ
す人材育成

★東アジアや東南アジ
アの国際環境協力の
あり方を探る

環境教育学
問題解決型・体験型教育

持続発展教育(ESD)に関するユネスコ世界会議(2013.11.10-12) 愛知・名古屋
ESD in 三重 2014

〔加盟大学〕（2011年12月現在）

北海道教育大学釧路校（ＥＳＤ推進センター）、岩手大学、東北大学大学院環境科学研究科、宮城教育大学、立教大学ＥＳＤ研究
センター、玉川大学教育学部、金沢大学、三重大学、奈良教育大学、岡山大学、九州大学大学院言語文化研究院

『ユネスコ･スクールと持続発展教育
（ESD)について』（2009)、ｐ．10より

九州大学
大学院

言語文化
研究院

岡山大学

三重大学

奈良
教育大学

金沢大学 玉川大学
教育学部

立教大学
ＥＳＤ

研究センター

宮城
教育大学

東北大学
大学院

環境科学
研究科

岩手大学

北海道
教育大学
釧路校

ASP

UnivNet

日本初！（総合大学）
三重大学のユネスコスクール認定
(2009.8.21)
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「ESD in 三重 2014」
（１）文部科学省「ユネスコ活動費補助金）グローバル人材の育成に

向けたESDの推進事業）」採択（平成26年度〜28年度）

（２）参加者：19ヵ国 210名（中・高・大学）
中国 27名、韓国 25名、ドイツ 7名、ベトナム 5名、タイ 2名、
バングラデシュ 2名、スウエーデン 2名、インドネシア 1名、
インド 1名、トルコ 1名、ウダンダ 1名、ロシア １名、
ハンガリー 1名、フランス 1名、スペイン 1名、デンマーク 1名、
アメリカ 1名、ブラジル 1名、日本 129名

（３）「ESD in 三重2014」
・三重県の環境に関する過去・現在・未来を考える
・三重県の環境文化に気づく
・三重から世界へ誇れる環境人材・グローバル人材を育つ
・アジア・太平洋・世界のユースESDネットワークを創る

Ｎ

正門

蓄電池

風力発電 （300kW）

太陽光発電

スマートメーター

電気の変動緩和

3
・キャンパス内の各部門の

電気使用量を監視

・電力ピーク
の低減

・変動抑制

・再生可能エネルギーの有効活用

空調設備

電気式ヒートポンプ

（クールビズ/ウォームビズ対応）

クールビズ／ウォームビズ機

ガスコージェネレーション設備6

・CO2削減のための
エネルギー転換

照明LED設備
・LED照明の

直流給電

エネルギーマネジメントシステム（ＥＭＳ）
（1）翌日の電力・熱需給予測

翌日のキャンパスの電気・熱需要、
再生可能エネルギーの発電量を予測。

（2）翌日の運転パターンの予測
蓄電設備の充放電予測制御。

（3）デマンドレスポンス
再生可能エネルギーの発電量に合わせて
蓄放電制御と空調機を制御し、電力ピークを抑制。

気象データ

需要データデータ
ベース

風太陽

人文学部

教育学部 附属病院

医学部

工学部

吸収式冷凍機6

・コージェネの排熱を利用し、
省エネルギーを実現

伊勢湾

国道

生物資源学部

50ｍ0

三重大学スマートキャンパス（MIESC）： 創エネ・蓄エネ・省エネ
経済産業省「次世代エネルギー技術実証事業」日本の大学初！ CO2 27% 削減

・クールビズ／ウォームビズに
対応した省エネ空調

・デマンドレスポンス

・日照が良いキャンパスへの
太陽エネルギーの有効活用

○○Point

環境ポイント
管理システム

事務局・照明の消灯
・空調の停止、設定変更
・環境活動

○○Point

活動
イメージ

運用
概要

学内で実施した環境・省エネ活動を、携帯電話より登録。活動内容に応じて環境ポイントを付与。
活動のインセンティブとして、ポイントをランキング付けした上で表彰等を行う。

削減量 〇〇Wh

獲得pt. 〇〇
効果の
見える化

個人の行動履歴を管理することで、曖昧になりがちな「個人の努力」を「見える化」し、かつその行動に対
してインセンティブを与えることで、活動への興味と積極性を促すことを目的とする

生協との協働
インセンテイブ

・ポイントとりまとめ

…

目的

学生・職員
〇〇講義室

照明 OFF

活動登録

活動効果実感、
インセンティブ

参加者の意識向上、
自主的な活動推進を目指す

活動の見える化
携帯エコポイントシステム

環境実践教育
三重大学エコポイントシステム（ＭＩＥＵ Ｐｏｉｎｔ）
CO2 5%削減

地域へ拡大 〜地域活性化
オール亀山ポイント (AKP)

四日市公害から学ぶ「四日市学」

環境・情報科学館（メープル館）１階ホールで約２００名の参加があり、シンポジウムを開催しました。
第１部は「四日市公害の過去・現在・未来を問う「四日市学」をテーマに、第２部は、パネルディスカッション「アジアの環境問題と国際環境協力・グ
ローバル環境人財育成」をテーマに討論を行いました。 四日市公害訴訟判決40周年記念国際環境シンポジウム

国際環境シンポジウム
写真展示会「四日市学」

四日市公害問題から環境先進大学として社会へ出たときに環境についてリーダーシップがとれ、世界へ飛躍する人材を育成することを目的とし、
環境・情報科学館で開催しました。当日、約１８０名の学生が参加がありました。
本学の共通教育総合教育科目「四日市公害から学ぶ四日市学」の授業の一環として、当時の四日市公害を知る、四日市再生「公害市民塾」の野
田之一さん、山本勝治さん、澤井余志郎さん、伊藤三男さんの４名を語り部として迎え、体験などを聞きました。

四日市公害から学ぶ四日市学」
～四日市公害の語り部と学生の交流会 平成24年6月6日（水）開催

第１部 第２部

平成24年7月21日（土）開催
平成24年6月1日（金）～7月31日（火）開催

四日市公害から学ぶ「四日市学」 と ESD
四日市学の目的

（2001年4月～）四日市公害を負の遺産から正の遺産としてとらえなおし、自治体を含む
地域・住民と協働できる認識共同体を形成し、未来の環境快適都市づくりへ寄与する。

４つのアプローチ

人間学
命の尊厳

未来学
持続可能な社会システム

★公害問題の原点は何か？
★公害被害者の生存権を守
る手段
★環境破壊がもたらした
人間の価値判断の喪失

2004年4月～「四日市公害から学ぶ四日市学」
（三重大学 共通教育）

人間と自然との関係とは何かという
人間としての根本的な命題を考える。

アジア学
国際環境協力

★公害都市から未来へ
の環境快適都市への

再生について

★公害を体験していない学生
に四日市公害の過去・現在・
未来の環境快適都市をめざ
す人材育成

★東アジアや東南アジ
アの国際環境協力の
あり方を探る

環境教育学
問題解決型・体験型教育

持続発展教育(ESD)に関するユネスコ世界会議(2013.11.10-12) 愛知・名古屋
ESD in 三重 2014

〔加盟大学〕（2011年12月現在）

北海道教育大学釧路校（ＥＳＤ推進センター）、岩手大学、東北大学大学院環境科学研究科、宮城教育大学、立教大学ＥＳＤ研究
センター、玉川大学教育学部、金沢大学、三重大学、奈良教育大学、岡山大学、九州大学大学院言語文化研究院

『ユネスコ･スクールと持続発展教育
（ESD)について』（2009)、ｐ．10より

九州大学
大学院

言語文化
研究院

岡山大学

三重大学

奈良
教育大学

金沢大学 玉川大学
教育学部

立教大学
ＥＳＤ

研究センター

宮城
教育大学

東北大学
大学院

環境科学
研究科

岩手大学

北海道
教育大学
釧路校

ASP

UnivNet

日本初！（総合大学）
三重大学のユネスコスクール認定
(2009.8.21)
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勢水丸
・総トン数 318トン
・長さ（全長） 50.90m
・幅（型） 8.60m
・航海速力 12ノット

潟湖

前浜干潟

生物多様性の宝庫 松名瀬干潟
→ ラムサール条約登録

河口干潟
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海女文化→ ユネスコ世界文化遺産登録勢水丸
・総トン数 318トン
・長さ（全長） 50.90m
・幅（型） 8.60m
・航海速力 12ノット

潟湖

前浜干潟

生物多様性の宝庫 松名瀬干潟
→ ラムサール条約登録

河口干潟
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。

この度ESD in 三重2014に参加した私たち、アジア・太平洋地域のユースは、伊勢湾洋上国際環境学習など、環境及び文化に触れる様々なプログラムを体験
しました。この貴重な体験を生かし、持続可能な社会をつくるためにこの宣言文を作成しました。

現在、気候変動や生物多様性の減少、環境悪化に伴う社会的・経済的な不公平のような、国境を越えた問題が起きています。これらの問題は将来になって、
本人や周りに大きな影響を及ぼすことに違いありません。従って、私たちは、地球上のすべての命が調和する持続可能な世界を創るために、次のように宣言し
ます。

１．危険や安全に対する意識を高め、日ごろから身の回りのリスクを回避するために備えます。
◎私たちは災害を自分にも起こりうるものとして捉え、危険について自発的に考えて、今日、明日、そして未来のために、知識を伝えていきます。
◎一人ひとりが各地域の特徴を把握して、災害に関する課題を見出し、それに対応できる力を養います。

２．今ある生態系を保護し、資源の有効活用のための活動を展開します。
◎私たちはエネルギーを大切にし、木を植え、環境に配慮した乗り物を使うことで二酸化炭素の排出を減らします。
◎あらゆる生物が共存していくために、再生可能エネルギーの重要性を広めていきます。

３．豊かな自然環境を次世代に残していくために努めます。
◎自然のバランスを保つために正しい知識を身につけ、次世代にも継承していきます。
◎環境保全活動に積極的に取り組み、世代を問わず、すべての人々への環境教育に力を注ぎます。

４．生活と環境の調和を保つために努めます。
◎環境問題を私たち自身の課題としてとらえ、遺産、文化、自然から得た知識を用いて、ともに行動します。
◎持続可能な社会づくりに必要な習慣をつけるために、伝統文化を保全、継承する意識を高め、実行します。

５．国際的な視点を持ち、アジア・太平洋ユースネットワークを強固にし、問題解決に協力します。
◎私たちは互いの言葉に耳を傾け、違いを理解、尊重し合い、行動に移します。
◎自国の習慣による固定観念にとらわれずに、さまざまな視点からものごとを考え、それを発信していきます。

私たちは、持続可能な社会づくりに向けて必要なことを考え、学び、平等で豊かな世界を目指します。自然と人間が調和し、命あふれる地球を未来に引き継
ぐことを実現するために努めます。そのために、現代社会のおける問題に注意を向け、積極的に知識を習得し、解決に挑みます。この使命を果たすために、と
もに努力を惜しまないことを、ここに宣言します。

2014年11月10日

アジア・太平洋持続可能な開発のための教育 (ESD) 
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「世界一環境先進大学」三重大学の環境戦略

国際連携 地域連携三重大学アジア
世界 企業／行政

住民／NPO

教育機関

東アジア
日中韓蒙ロ

国際機関
ユネスコ

生物多様性条約事務局
気候変動条約事務局

「世界一環境先進大学」三重大学の環境人材像

低炭素社会

持続発展教育(ESD)

三重から世界へ誇れる
環境人材

地域・国際連携
スマートキャンパス／
MIEU ポイント

環境教育／エネルギー教育／防災教育／生物多様性教育／気候変動教育／
国際理解教育／世界遺産・文化財教育／その他

ESD in 三重 2014

産官学民連携／
国際連携

。

この度ESD in 三重2014に参加した私たち、アジア・太平洋地域のユースは、伊勢湾洋上国際環境学習など、環境及び文化に触れる様々なプログラムを体験
しました。この貴重な体験を生かし、持続可能な社会をつくるためにこの宣言文を作成しました。

現在、気候変動や生物多様性の減少、環境悪化に伴う社会的・経済的な不公平のような、国境を越えた問題が起きています。これらの問題は将来になって、
本人や周りに大きな影響を及ぼすことに違いありません。従って、私たちは、地球上のすべての命が調和する持続可能な世界を創るために、次のように宣言し
ます。

１．危険や安全に対する意識を高め、日ごろから身の回りのリスクを回避するために備えます。
◎私たちは災害を自分にも起こりうるものとして捉え、危険について自発的に考えて、今日、明日、そして未来のために、知識を伝えていきます。
◎一人ひとりが各地域の特徴を把握して、災害に関する課題を見出し、それに対応できる力を養います。

２．今ある生態系を保護し、資源の有効活用のための活動を展開します。
◎私たちはエネルギーを大切にし、木を植え、環境に配慮した乗り物を使うことで二酸化炭素の排出を減らします。
◎あらゆる生物が共存していくために、再生可能エネルギーの重要性を広めていきます。

３．豊かな自然環境を次世代に残していくために努めます。
◎自然のバランスを保つために正しい知識を身につけ、次世代にも継承していきます。
◎環境保全活動に積極的に取り組み、世代を問わず、すべての人々への環境教育に力を注ぎます。

４．生活と環境の調和を保つために努めます。
◎環境問題を私たち自身の課題としてとらえ、遺産、文化、自然から得た知識を用いて、ともに行動します。
◎持続可能な社会づくりに必要な習慣をつけるために、伝統文化を保全、継承する意識を高め、実行します。

５．国際的な視点を持ち、アジア・太平洋ユースネットワークを強固にし、問題解決に協力します。
◎私たちは互いの言葉に耳を傾け、違いを理解、尊重し合い、行動に移します。
◎自国の習慣による固定観念にとらわれずに、さまざまな視点からものごとを考え、それを発信していきます。

私たちは、持続可能な社会づくりに向けて必要なことを考え、学び、平等で豊かな世界を目指します。自然と人間が調和し、命あふれる地球を未来に引き継
ぐことを実現するために努めます。そのために、現代社会のおける問題に注意を向け、積極的に知識を習得し、解決に挑みます。この使命を果たすために、と
もに努力を惜しまないことを、ここに宣言します。

2014年11月10日

アジア・太平洋持続可能な開発のための教育 (ESD) 

― 17 ―





 

 
 
 
 
 
 
 

PartⅡ 基調講演 
「ユネスコ ESD 世界会議～成果と ESD の新たな旅立ち～」 

 
加藤 重治 

独立行政法人 理化学研究所 理事長特別補佐 
（前文部科学省国際統括官） 

 
 
 
 
 
 

  





ユネスコESD世界会議
～成果とESDの新たな旅立ち～

2014年12月

独立行政法人理化学研究所理事長特別補佐
(前文部科学省国際統括官)

加藤 重治

ESD＝Education for Sustainable Developmentの略。
持続可能な社会の担い手を育むため、地球規模の課題を自分のこととして捉え、その解決に向けて自分

で考え行動を起こす力を身に付けるための教育。

１． 「ESD（持続可能な開発のための教育）」 とは？

２． 「国連ＥＳＤの10年」（ＵＮＤＥＳＤ）について
（United Nations Decade of Education for  Sustainable Development）

� 2002年 ヨハネスブルクサミットで我が国が提案
� 2002年 国連決議（第57回総会）

・ 2005～2014年の10年
・ ユネスコを主導機関に指名

� 2005年 DESD国際実施計画をユネスコにて策定
� 2009年 ESD世界会議（ボン）

・ ボン宣言の採択
� 2014年 持続可能な開発のための教育（ESD）に関する

ユネスコ世界会議 （愛知県・名古屋市／岡山市）

環境教育
エネルギー

教育
国際理解

教育

世界遺産や
地域の文化財等
に関する教育

その他
関連する教

育

ESDの基本的な考え方
知識、価値観、行動等

気候変動

防災教育

生物多様性

環境、経済、社会
の統合的な発展

Ⅰ 持続可能な開発のための教育（ESD） について

1

2

①DESDの取組から明らかになったESDの推進のための知見
（出典：ユネスコＤＥＳＤ最終レポート）
持続可能な開発を実現するためのESD

ステークホルダーのESDへの関与の重要性

教育の全てのレベル及び分野に広がるESD

教授法の革新を喚起するESD

1．持続可能性の問題に対処する教育制度
2．持続可能な開発のアジェンダと教育アジェンダの統合

3．政策的リーダーシップの重要性
4．特に有効であるマルチステークホルダーのパートナーシップ
5．地域のコミットメントの発展

6．ESDの実践を支援する機関包括型アプローチ
7．学習者主導の双方向の教授法を促進するESD

8．公教育へのESDの導入
9．ノンフォーマル及びインフォーマルなESDの拡大

10．持続可能な開発を前進させる技術・職業技術教育及び研修
3

○政府が策定する教育計画（教育振興基本計画）及びカリキュラムを編成する際の基準（学習指導要
領）にＥＳＤの理念を盛り込んだこと

※これらの成果等については、「ジャパンレポート」として取りまとめ、公表している。
ジャパンレポートの本文については、最後のページのＵＲＬをご参照ください。

○2006年に20校であったユネスコスクール加盟数は、世界最多となる807校まで増加し、様々なＥＳＤ
の実践が現場レベルで取り組まれていること

○地域の多様な主体からなる協議会等を通じた地域ぐるみの先駆的取組が広がっていること

ＥＳＤの現場レベルでの実践例
○ ＥＳＤに取り組む多くの学校で、年間計画やＥＳＤカレンダー

に基づき、計画的にＥＳＤが展開。

○ 全国５か所において、大学や教育委員会を中心に、ユネス
コスクールを構成メンバーに含むＥＳＤ推進のためのコンソー
シアムを、国による財政支援で開始。

※ユネスコスクールとは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理
想を実現するため、平和や国際的な連携を実践する学校。

岡山市や宮城県気仙沼市における先行事例は、日本国内でのモデルや、国際連合大学が国際的に展開している
ＲＣＥ（持続可能な開発のための教育に関する地域の拠点）のモデルにもなった。

＜ジャパンレポートにおけるＤＥＳＤの主な成果＞
②ジャパンレポートについて

Ⅱ ESDに関するユネスコ世界会議について

ユネスコスクール世界大会

愛知県名古屋市岡山市

閣僚級会合及び全体の取りまとめ会合
１１月１０日（月）～１１月１２日（水）

ステークホルダー会合
１１月４日（火）～１１月８日（土）

参加者

成果

プログラム

・Studentフォーラム
参加者：海外３１か国から１２４名、日本９地域
から３６名の高校生

・教員フォーラム
参加者：Studentフォーラム引率教員４０名

ハイレベル円卓会議
（閣僚級のみの参加）

・全国大会
参加者：国内外のユネスコスクール
関係者１，０００名程度

全体会合
・開会全体会合：ユース出番
・全体会合Ⅱ：高校生出番
・全体会合Ⅲ：RCE出番
・閉会全体会合

選抜約１００名が参加
（開会全体会合のみ）

持続可能な開発のための教育に
関する拠点（RCE）の会議

参加者：世界各国のESD実践者３００名

ユネスコESDユース・コンファレンス
参加者：世界各国の18～35歳の

ESD実践者等５０名

各国代表者国内外の多様なス
テークホルダー

サイドイベント
ワークショップ

国連ESDの10年の成果の確認（DESDレポート）

日本チーム、ブラジ
ルチームから各５名
（生徒４名、教員１
名）、計１０名が参加

グローバル・アクション・プログラム（GAP）の開始
GAPへのコミット
メントの公表

GAPの具体的な実施に
向けて、行動を起こすこ
とを宣言

あいち・な
ごや
宣言

高校生が将来
作っていきたい
社会について

の宣言

青年が今後
行うESDの
推進につい
ての宣言

日本のユネ
スコスクール
今後行うESD
の推進につ
いての宣言

RCEが今後
行うESDの推
進について
の宣言

参加者５２名
全員が参加

10月9日（木）～10月12日（日）
ESD推進のための公民館-CLC国際会議
参加者：公民館・CLCの学習者等約７００名

岡山コミットメ
ント（約束）

2014

※世界会議関連行事として岡山市が主催
4

① 「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の開催概要
１．参加国・閣僚者数等
１）愛知・名古屋（１１月１０日（月）～１２日（水））
○正式参加者： １５０か国・地域 １，０００名以上
○閣 僚 級： ７６名（大臣：５２名、その他：２４名）
○併催イベント： 約９００名

２）岡山（１１月４日（火）～８日（土））
○ステークホルダー会合参加者： 約１，８００名

（Studentﾌｫｰﾗﾑ、教員ﾌｫｰﾗﾑ、ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ全国
大会、ﾕｰｽ･ｺﾝﾌｧﾚﾝｽ等）

２．世界会議における成果
１）採択された各種宣言

➀「あいち・なごや宣言」
②「ＥＳＤ推進のためのユネスコスクール宣言」
③「ユース・ステートメント」
④「ユネスコスクール世界大会Student(高校生)フォーラム共同宣言」

２）「国連ＥＳＤの１０年」の後継プログラムである「グローバル・アクション・プログラム」（ＧＡＰ）開始
の正式発表

３）「ユネスコ／日本ＥＳＤ賞」創設の正式発表
ＧＡＰの具体的な実施を促進するため、ＥＳＤへの若者の参加の支援、ＥＳＤへの地域コミュニ

ティの参加の促進などＧＡＰの５つの優先行動分野のうち、一つ以上の分野で活発に活動してい
る個人又は団体を表彰する。（１件当たり５万米ドル。毎年３件を表彰。）

開会全体会合

ハイレベル円卓会議

5
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1 これまでの評価
1. 国連ESDの10年に多くの実質的な優れた取組が出たことを祝す。
2. ユネスコ／日本ESD賞の創設を評価する。

2 今後に向けた呼びかけ

・教育政策とカリキュラム の
ESDのゴール達成度を評価し、
教育、訓練、職能開発へESD
を導入。
・GAPの五つの優先行動分野
に沿った政策を行動に移すた
め、実質的資源を配分、集結。
・ユネスコ世界会議の成果を
ポスト2015年アジェンダへ反
映。

・フォーマル、ノンフォーマル、イ
ンフォーマルな環境における
GAP開始のモメンタムを構築、
維持。

・GAPの五つの優先行動分野に
おけるモニタリング、評価の方法
を強化。

・ユースをキーとなるステークホ
ルダーとして巻き込む。

・ESDのグローバルリーダー
シップを提供。

・ユネスコスクール等のネット
ワークを活用し、ESD実施のた
めの新たなモメンタムを構築。

・ESDの資金を含む適切な方
策を保証する重要性を支援。

【全てのステークホルダーへ】 【ユネスコ加盟国政府へ】 【ユネスコ事務局長へ】

② 「あいち・なごや宣言」

6

③ 「ユース・コンファレンス」

7

○今後のＥＳＤの推進に向けて、ユースとし
てやるべきこと、また、ユースの参加促進に
向けて必要なことをまとめた宣言、「ユー
ス・ステートメント」を策定した。
○「ESDに関するユネスコ世界会議」に50
名全員が出席、さらに代表１名が全体会パ
ネリストとして登壇した。

○全世界から応募のあった約5,000名の
中から選ばれた18歳から35歳までのESD
実践者・研究者48か国50名（うち3名が日
本人）が、各々がこれまで培ってきた経験
や知識を共有し、2015年以降のESDの推
進について議論を行った。
○会議に先立ち、9～10月にかけて参加
者はオンラインディスカッションを実施した。

【概要】

【成果】

④ ユネスコスクール世界大会「高校生フォーラム」

○高校生の立場からＥＳＤについて発信してい
くこと、地球に生きる一員としての自覚を持つ
こと、個人の明確な目標を明らかにすること等
をまとめた「共同宣言」を策定した。
○「ESDに関するユネスコ世界会議」に岡山
チーム（日本）とブラジルチームが出席し、ブラ
ジルチームから代表１名が全体会合にパネリ
ストとして登壇した。
○ワークショップで岡山チームが高校生フォー
ラムの成果について発表した。

○日本を含む世界32ヶ国から40チーム（1
チームは高校生4人、教員1人で構成）が参
加し、これまでESDを学習してきた成果を背景
にプレゼンテーションとディスカッションを行っ
た。
○岡山と大阪のユネスコスクールを中心とした
高校生約600名が会議運営を行った。

【概要】

【成果】

8

⑤ ユネスコスクール世界大会「第６回ユネスコスクール全国大会」

9

○日本のユネスコスクールとして、今後、
地域の人々等との協働、国内外のユネス
コスクールとの交流、ユネスコスクール
の全国ネットワークをつくること等を宣
言するとともに、学校による更なるＥＳ
Ｄの推進に向け、ユネスコスクールから
の提言をまとめた「ユネスコスクール岡山宣
言」を策定した。
○日本のユネスコスクールの優れたESD活動
の事例を収集・整理した優良活動事例集 （日
本語版・英語版）を配布した。

○海外32国からの参加者も得て、日本のユ
ネスコスクール関係者約1,000名が参加し、
全体会においては、ESD大賞の授賞式と受賞
校による発表、国内外の交流実践発表等を
行うとともに、分科会においては実践事例の発
表、プレゼンテーションやテーマ別交流研修会
を行った。

【概要】

【成果】

・「国連ESDの10年」の後継プログラムとして位置付ける
・下記５点を優先分野として2015年以降のＥＳＤの取組を推進する
・各ステークホルダーからのコミットメントが収集される

10

⑥グローバル・アクション・プログラム（ＧＡＰ）の公式な開始

５つの優先行動分野

80か国のステークホルダーから計363件提出されたコミットメントのうちの主なもの

政策的支援 機関包括型
アプローチ

教育者 ユース ローカルコ
ミュニティ

ケニア教育省

ESDを盛り込
んだ国定カリ
キュラムの策
定

カナダ・マニト
バ州教育省

州内の全学校
(約750)でESD 

School Planを
策定

ヨルダン・教員ア
カデミー

教員のための
ネットワーク、
ESDの研修コー
ス等を提供

コスタリカ・地
球憲章

ユースがユー
スのためのオ
ンラインプログ
ラムを作成

ナミビア・NaDEET

NaDEETセンター
と学校のプログラ
ム、地域社会での
活動を通じたプロ
グラムの展開

「国連ESDの10年」の後継プログラムである「グローバル・アクション・プログラ
ム」（GAP）の具体的な実施を促進するため、GAPの五つの優先行動分野のうち、
一つ以上の分野で活発に活動している個人又は団体を表彰する。

○実施期間： GAPが実施される5年間（ 2015～2019年）
○奨 励 金： 1件当たり5万米ドル × 毎年3件
○公募・選考： ユネスコ加盟国等の推薦に基づき、外部有識者から成る審査会

による選考を経て、事務局長が決定。
GAPの各優先行動分野のうち、組織的・体系的なESDの実施を
促進することを目指し、特にその取組が国際的に広まる潜在力
を有するかどうかという観点から選定。

11

⑦「ユネスコ／日本ＥＳＤ賞」創設の発表
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多様化の時代におけるユネスコ活動の活性化についての提言 ～
持続可能な社会の構築を目指して～

（平成26年3月31日 日本ユネスコ国内委員会）

Ⅱ．学校教育・社会教育等を通じた持続可能な開発のための教育（ESD）の
一層の推進

１．我が国の全てのユネスコスクールは、事業内容の質的向上に努めること。このためにも、国内
若しくは国外のユネスコスクールとの交流事業を実施すること。また、ユネスコスクールのな
い県を解消するなどユネスコスクールの地域的偏在をなくすよう努めること。

２．ESDがユネスコスクール以外でも積極的に推進されるようコンソーシアムの形成、ESDに関する
教員等への研修の充実、学習指導要領におけるESDのより一層の明確化、国及び地方公共団体の
初等中等教育行政におけるESDの更なる推進等の施策を講じること。

３．各個人に今後求められる資質・能力の向上にESDがどのように貢献するかを理論的、実証的に明
らかにするよう、評価指標の開発等の調査研究を進めること。

４．「ESDに関するユネスコ世界会議」において、我が国のこれまでのESDの取組や成果を発信する
とともに、本世界会議終了後も上記１から３の達成に向けて、ユネスコ及びユネスコ加盟国と
協働して取り組むこと。

12

Ⅲ 今後のESDについて

ESD  ポータルサイト https://www.esd-jpnatcom.jp/

ESD Facebook https://www.facebook.com/esd.jpnatcom/

日本ユネスコ国内委員会Webサイト https://www.mext.go.jp/unesco/
日本ユネスコ国内委員会Facebook     https://www.facebook.com/jpnatcom/
DESDジャパンレポート
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokuren/pdf/report_h261009.pdf

御静聴ありがとうございます1 これまでの評価
1. 国連ESDの10年に多くの実質的な優れた取組が出たことを祝す。
2. ユネスコ／日本ESD賞の創設を評価する。

2 今後に向けた呼びかけ

・教育政策とカリキュラム の
ESDのゴール達成度を評価し、
教育、訓練、職能開発へESD
を導入。
・GAPの五つの優先行動分野
に沿った政策を行動に移すた
め、実質的資源を配分、集結。
・ユネスコ世界会議の成果を
ポスト2015年アジェンダへ反
映。

・フォーマル、ノンフォーマル、イ
ンフォーマルな環境における
GAP開始のモメンタムを構築、
維持。

・GAPの五つの優先行動分野に
おけるモニタリング、評価の方法
を強化。

・ユースをキーとなるステークホ
ルダーとして巻き込む。

・ESDのグローバルリーダー
シップを提供。

・ユネスコスクール等のネット
ワークを活用し、ESD実施のた
めの新たなモメンタムを構築。

・ESDの資金を含む適切な方
策を保証する重要性を支援。

【全てのステークホルダーへ】 【ユネスコ加盟国政府へ】 【ユネスコ事務局長へ】

② 「あいち・なごや宣言」

6

③ 「ユース・コンファレンス」

7

○今後のＥＳＤの推進に向けて、ユースとし
てやるべきこと、また、ユースの参加促進に
向けて必要なことをまとめた宣言、「ユー
ス・ステートメント」を策定した。
○「ESDに関するユネスコ世界会議」に50
名全員が出席、さらに代表１名が全体会パ
ネリストとして登壇した。

○全世界から応募のあった約5,000名の
中から選ばれた18歳から35歳までのESD
実践者・研究者48か国50名（うち3名が日
本人）が、各々がこれまで培ってきた経験
や知識を共有し、2015年以降のESDの推
進について議論を行った。
○会議に先立ち、9～10月にかけて参加
者はオンラインディスカッションを実施した。

【概要】

【成果】

④ ユネスコスクール世界大会「高校生フォーラム」

○高校生の立場からＥＳＤについて発信してい
くこと、地球に生きる一員としての自覚を持つ
こと、個人の明確な目標を明らかにすること等
をまとめた「共同宣言」を策定した。
○「ESDに関するユネスコ世界会議」に岡山
チーム（日本）とブラジルチームが出席し、ブラ
ジルチームから代表１名が全体会合にパネリ
ストとして登壇した。
○ワークショップで岡山チームが高校生フォー
ラムの成果について発表した。

○日本を含む世界32ヶ国から40チーム（1
チームは高校生4人、教員1人で構成）が参
加し、これまでESDを学習してきた成果を背景
にプレゼンテーションとディスカッションを行っ
た。
○岡山と大阪のユネスコスクールを中心とした
高校生約600名が会議運営を行った。

【概要】

【成果】

8

⑤ ユネスコスクール世界大会「第６回ユネスコスクール全国大会」

9

○日本のユネスコスクールとして、今後、
地域の人々等との協働、国内外のユネス
コスクールとの交流、ユネスコスクール
の全国ネットワークをつくること等を宣
言するとともに、学校による更なるＥＳ
Ｄの推進に向け、ユネスコスクールから
の提言をまとめた「ユネスコスクール岡山宣
言」を策定した。
○日本のユネスコスクールの優れたESD活動
の事例を収集・整理した優良活動事例集 （日
本語版・英語版）を配布した。

○海外32国からの参加者も得て、日本のユ
ネスコスクール関係者約1,000名が参加し、
全体会においては、ESD大賞の授賞式と受賞
校による発表、国内外の交流実践発表等を
行うとともに、分科会においては実践事例の発
表、プレゼンテーションやテーマ別交流研修会
を行った。

【概要】

【成果】

・「国連ESDの10年」の後継プログラムとして位置付ける
・下記５点を優先分野として2015年以降のＥＳＤの取組を推進する
・各ステークホルダーからのコミットメントが収集される

10

⑥グローバル・アクション・プログラム（ＧＡＰ）の公式な開始

５つの優先行動分野

80か国のステークホルダーから計363件提出されたコミットメントのうちの主なもの

政策的支援 機関包括型
アプローチ

教育者 ユース ローカルコ
ミュニティ

ケニア教育省

ESDを盛り込
んだ国定カリ
キュラムの策
定

カナダ・マニト
バ州教育省

州内の全学校
(約750)でESD 

School Planを
策定

ヨルダン・教員ア
カデミー

教員のための
ネットワーク、
ESDの研修コー
ス等を提供

コスタリカ・地
球憲章

ユースがユー
スのためのオ
ンラインプログ
ラムを作成

ナミビア・NaDEET

NaDEETセンター
と学校のプログラ
ム、地域社会での
活動を通じたプロ
グラムの展開

「国連ESDの10年」の後継プログラムである「グローバル・アクション・プログラ
ム」（GAP）の具体的な実施を促進するため、GAPの五つの優先行動分野のうち、
一つ以上の分野で活発に活動している個人又は団体を表彰する。

○実施期間： GAPが実施される5年間（ 2015～2019年）
○奨 励 金： 1件当たり5万米ドル × 毎年3件
○公募・選考： ユネスコ加盟国等の推薦に基づき、外部有識者から成る審査会

による選考を経て、事務局長が決定。
GAPの各優先行動分野のうち、組織的・体系的なESDの実施を
促進することを目指し、特にその取組が国際的に広まる潜在力
を有するかどうかという観点から選定。

11

⑦「ユネスコ／日本ＥＳＤ賞」創設の発表
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PartⅢ ユネスコスクール活動事例報告 

 

１．名張市立薦原小学校 
 

２．学校法人梅村学園 三重中学校・三重高等学校 
 

３．鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校 
 

４．学校法人セントヨゼフ女子学園 高等学校・中学校 
 

５．三重大学教育学部附属中学校 
 

６．三重大学ユネスコスクール学生委員会 
６-１．三重大学環境 ISO 学生委員会 
６-2．三重大学災害ボランティア支援団体（MUS-net） 
６-3．防災学習部会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  





１．名張市立薦原小学校
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３年生の学習
～薦原ええとこ大発見！～

３年生の学習
～薦原ええとこ大発見！～

４年生の学習

～見つめよう 私たちの自然～
４年生の学習

～見つめよう 私たちの自然～

５年生の学習
～米作り体験学習～

５年生の学習 ～米作り体験学習～
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３年生の学習
～薦原ええとこ大発見！～

３年生の学習
～薦原ええとこ大発見！～

４年生の学習

～見つめよう 私たちの自然～
４年生の学習

～見つめよう 私たちの自然～

５年生の学習
～米作り体験学習～

５年生の学習 ～米作り体験学習～

６年生の学習
～キジの放鳥～

６年生の学習 ～キジの放鳥～

から学んだこと

地域は宝物
守っていきたいことがいっぱい
かわっていくこともいっぱい
自分たちで考える

人
自然
生きもの
環境
しせつ

おしまい
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『わたしだいすき、ともだちだいすき、こもはらだいすき』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

『わたしだいすき、ともだちだいすき、がっこうだいすき』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） きらり１

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） きらり２

手づくり楽き

ふきのとう たんぽぽのちえ

どうぶつえんのじゅうい

たのしい冬 ことばであそぼう
楽しかったよ2年生

夏がきた
秋の1日

表とグラフ かけ算

やさいをそだてよう 秋を見つけよう

しゅうかくフェスティバル

すくすく ぐんぐん 大きくなったよ

こんなに大きくなったよ

ふれあいまつり
六そう会に向けて

生きものにやさしく
ぼくのかぞく

ハムスターのあかちゃ

ん

ハローソング
ものがたりと音楽

色あそび
生きものの絵 木の実からつくろう

いきいき キラキラ 生きている

春を見つけよう

かんさつ名人になろう あったらいいなこんなもの

おもちゃランド

みんなできめよう

おせわになった人に

かんしゃして

ダンス

ペア・グループうんどう

ギフチョウたんけん

おたまじゃくしのせい長
ニッポンハナダカバチ

のかんさつ
カマキリとバッタのかんけい 雪のかんさつ

雪あそび

冬を見つけよう

長さのたんい 水のかさのたんい

一迎会 全校集会

くちばし
あつまれふゆのことば

どうぶつの

赤ちゃん

１０までのかず １０よりおおきいかず

はなややさいそだてよう

なつをさがそう

あきをさがそう

こうくたんけん

《２年生といっしょに》

ふれあいまつり

がっこうたんけんをしよう

《2年生といっしょに》

六そうかいにむけて

ふゆをさがそう

まってるよ

あたらしい1年生

じぶんがすき・ともだちがすき

こもはらがすき 赤ちゃんがうまれた

がいこくのうた せかいのあいさつ

どうぞよろしく こんないしをみつけたよ

わたしのなまえ
わたしの 年かん

おもしろいかたちいっぱい わたしの１年かん

いま どんなきもち

おはなしきいて これはなんでしょう

こんにちは

生きものって
かわいいね

かたちあそび

ダンス

ペア・グループうんどう

めんきょかいでん！
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『わたしだいすき、ともだちだいすき、がっこうだいすき』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

『わたしだいすき、ともだちだいすき、こもはらだいすき』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） 第１学年

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） 第２学年

くちばし
あつまれふゆのことば

どうぶつの

赤ちゃん

１０までのかず １０よりおおきいかず

はなややさいそだてよう

なつをさがそう

あきをさがそう

こうくたんけん

《２年生といっしょに》

ふれあいまつり

がっこうたんけんをしよう

六そうかいにむけて

ふゆをさがそう

まってるよ

あたらしい1年生

じぶんがすき・ともだちがすき

こもはらがすき 赤ちゃんがうまれた

がいこくのうた せかいのあいさつ

どうぞよろしく こんないしをみつけたよ

わたしのなまえ わたしの 年かん

おもしろいかたちいっぱい わたしの 年かん

いま どんなきもち

おはなしきいて
これはなんでしょう

こんにちは

生きものって
かわいいね

かたちあそび

ダンス

ペア・グループうんどう

めんきょかいでん!
むかしのあそび

一迎会 全校集会

くじらぐも

ふきのとう たんぽぽのちえ

楽しい冬 ことばであそぼう
楽しかったよ2年生

夏がきた 秋の1日

ひょうとグラフ かけ算

やさいをそだてよう 秋を見つけよう

しゅうかくフェスティバ

ル

すくすく ぐんぐん 大きくなったよ

こんなに大きくなったよ

ふれあいまつり
六そう会にむけて

生きものにやさしく
ぼくのかぞく

ハムスターのあかちゃ

ん

ハローソング
ものがたりと音楽

色あそび 生きものの絵 木のみからつくろう

いきいき キラキラ 生きている

春を見つけよう

かんさつ名人になろう あったらいいなこんなもの

おもちゃランド

みんなできめよう

おせわになった人に

かんしゃして

ダンス

ペア・グループうんどう

長さのたんい 水のかさのたんい

手づくり楽き

一迎会 全校集会
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『薦原の自然や人から学ぼう～体験、発見、学び合い～』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

社会

理科

総合

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

『見つめよう、わたしたちの自然、地域、人権』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

社会

理科

総合

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　（ＥＳＤ計画） 第３学年

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） 第４学年

わたしたちの

学校行事
すがたをかえる大豆

地域を知ろう くらしをささえる

まちではたらく人々
昔のくらし

観察をして紹介しよう チョウを育てよう いろいろなこん虫の観察

植物の一生

ふれあいまつり 六送会に向けて

どうしよう これでいいのかな

友だち

運動会の絵

薦原の自然や人から学ぼう

むかしのくらしや行事

ダンス

よい聞き手になろう 気になる記号
資料からわかったことを

発表しよう

わたしたちの住んでいるところを知ろう 公民館での活動を知ろう

百人一首

人権カルタをつくろう

バリアフリーをめざし

もやもや書き

ペア・グループ運動

コモコモ号に乗って 公民館につい

学んだことを

まとめよう

地域の祭り

比奈知文化センターを知ろう学んだことを

まとめよう

全校への発信

自分にできること

全校への発信

棒グラフと表長さのはかり方

春の小川

コモコモ号に乗って

郷土の音楽

一迎会

百人一首に親しもう

全校集会

そんけいと感謝の気持を持っ

かさじぞう

はんをつかって

配食ボランティア活動

春の自然

ごみのしまつと活用

光電池のしくみ

夏の自然

くらしを支える水

秋の自然

三重県の土地の利用について

冬の自然

手や指で話します

薦原の生き物につい

て調べよう
野外活動

安全なくらしを守る

よりよい学級会をしよう だれもがかかわり合えるように

ギフチョウ観察

子どもの世界 さくらさくら もみじ ソーラン節

エコ工作

六送会

見つめよう、わたしたちの自然、地域、人権

絶滅危惧種の生物

聞き取りメモの工夫

ペア・グループの運動

地域のはってんに

つくした人々

福祉体験

福祉施設との交流
私たちにできること

を考える
センターで

働く人々

生活を

見つめ直す

私たちにできること

全校への発信

全校集会

「病気じゃないん

だけどなぁ」

やっぱり

おかしい

ふれあい祭り

清そうのしごと

バリアフリーについて

折れ線グラフ 面積のはかり方

一迎会

私たちにできること

全校への発信

もうそんさせ

たないんや

ギフチョウの絵

薦原の自然について
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『私たちの住みよいくらしを考える』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

社会

理科

総合

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

家庭

外国語活動

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

『伝えよう、私の未来、私たちの未来』

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

社会

理科

総合

特別活動

道徳

音楽

図工

体育

家庭

外国語活動

このESDカレンダーは、本校研修内容における単元（点線枠）を核として、教科間のつながりや年間の流れを示したものである。

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　（ＥＳＤ計画） 第５学年

名張市立薦原小学校　ＥＳＤカレンダー　　　　　　（ＥＳＤ計画） 第６学年

ふれあい祭り

稲作体験

（田植え）

野外活動
六送会にむけて

稲作体験 公害問題

日本の国土と人々のくらし わたしたちの食生活と食料生産 国土の環境を守る

あいさつをしよう 好きなものを伝えよう・インタビュー 時間割・ランチメニューをつくろう

植物の発芽と成長

きいて、きいて

きいてみよう
敬語 豊かな言葉の使い手に

なるためには

すいせんします

メダカのたんじょう 花から実へ 雲と天気の変化 流れる水のはたらき ヒトのたんじょう

百年後のふるさとを守る

水生生物調査

生きてるんだね

自然とともに

自然を守る

エゾリス

日本と世界の音楽に親しもう

はじめてみよう クッキング ソーイング できるようになったかな 家庭の仕事

物語を

作ろう

収穫祭稲作体験（かかし作り）

いろいろな

国の文化

工業の発達とわたしたちのくらし

お礼の手紙

すてきな

おくりもの

ペア・グループ運動

私たちの住みよいくらしを考える

平和なくらし（沖縄から学ぶ） 地域の川の水質調査

くらしと工業団地
全校への

発信

人権問題

環境問題

私たちにできること

全校への発信

図形の面積 割合とグラフ

差別をなくす運動をする人との出会い

水生生物を

描こう かかしつくり シーサーつくり

学級討論会をしよう ようこそ

わたしたちの町へ

平和について考える 鳥獣戯画

を読む

日本の歴史 世界の中の日本とわたしたち

植物のつくりと働き ヒトや動物の体のつくりと

はたらき
生物どうしの

つながり
発電と電気の利用

感謝の気持ちを伝えよう

一迎会

修学旅行

ふれあい祭り

世界の国々の楽器に

親しもう

日本の楽器

鑑賞・表現
仲間と心をひとつに

病気の予防

ペア・グループ運動

薬物乱用防止と健康

工夫しよう朝の生活 きれいにしようクリーン作戦 考えよう これからの生活

できることを紹介しよう 友だちを旅行に誘おう 「夢」宣言をしよう

けんきょに

広い心をもって

全国水平社

の創立
公共のために

役立つことを

運動会・縦割り競技

学校・地域の コミュニケーション

を大切に

人権・平和につい

て

キジの放鳥に

ついて考える

これからの薦原

を考える

今、わたしは

ぼくは

「ありがとう」の会に向けて

部落問題を考

える小学生の

つどい

生活の中

の敬語

ともにつくる

社会をめざして

かがやきの

チャンス

伝えよう、私の未来、私たちの未来

地域の方への 保育所園児 私たちにできること

板から何が

資料のとくちょう割合の表し方

表現にこめた思墨から感じる

集会

ちがいを

豊かさに
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２．学校法人梅村学園 三重中学校・三重高等学校 
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２．学校法人梅村学園 三重中学校・三重高等学校 

 

 

 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

潟湖－下 表 縦
：
個
体
数

単
位
は
匹

横
：
経
月

潟湖干潟におけるウミニナ類 種の個体数変化

年 年 年 年

１

３

２
１

２３

Y
X
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３．鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校
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４．学校法人セントヨゼフ女子学園 高等学校・中学校 

 

ウォーカソン 
プロジェクトの概説 
セントヨゼフ女子学園は、１９８６年よりウォーカソンというボランティア行事を、連続して２８年間学園会主

体で取り組んでいる。これは主にヨゼフの生徒希望者がウォーカーとなり、歩くことで募金を募る形式の募金活

動である。毎年平均して１５０万円以上の募金が集まり、その募金は発展途上国の教育・医療援助や東北被災地

のために利用されている。 
 
プロジェクトの目的 
一つ目の目的は、援助が必要な国々への継続的な支援及び、生徒が世界に目を向け、世界が抱える問題に興味関

心を持つことである。二つ目は、生徒が主体的に関わることで、問題解決の一助となることを体験し、学ぶこと

である。さらに今後の目標として、この活動がさらに社会に浸透し、企業等の協力を得てさらに大きな活動に成

長することを掲げたい。２１世紀を担う彼女たちが、学園のモットーである“Women for Others”となって国際社
会で活躍することを期待し、長く継続していく所存である。近年、ウォーカー総数は６００人に達している。 
 
プロジェクトの実施 
ウォーカソンは年に１回土曜日の午後を利用して行っている。（１０月か１１月）参加者は希望する生徒、教職員、

卒業生で、津市内の決められたコースを１０キロ歩く。ウォーカーは２．５キロごとにあるチェックポイントで

係のチェックを受け、１０キロ完歩を目指す。ウォーカーは事前に１０キロ歩き終わった時の募金額をスポンサ

ーと決め、終了後感謝のカードをスポンサーにお渡しして募金を受け取る。スポンサーは主に生徒の友人・家族

である。集められた募金の送り先は、事前に学園会で決定し、学園会が主体となって配分を考えている。２０１

３年の募金は、セントハンニバル校（フィリピン）、グアタルーペ校（シエラレオネ）、日本の東北被災地にそれ

ぞれ届けることが出来た。セントハンニバル校へは、毎年フィリピン研修に参加するヨゼフの生徒が、同校を交

流訪問した際に、直接神父様（校長先生）に募金をお渡しする。グアタルーペ校へはヨゼフ会のシスターを通し

て送金している。セントハンニバル校への支援は２年、グアタルーペ校への支援は１０年、東北被災地へは３年

続いており、今後も継続して援助する予定である。２０１４年のウォーカソンは、１０月１８日に行われた。生

徒・教職員はもとより、卒業生の参加も多く、また百五銀行の方々もスポンサーまたはウォーカーとしての参加

を申し出て下さったため、２３２万円という多額の募金が集まった。 
 
使用する教材 
ウォーカソン参加証（参加者全員）、のぼり、スタンプ、机、椅子、お茶（津ロータリークラブより寄贈） 
CD（テーマソング演奏）、CDプレーヤー、感謝のカード、コース見回り用自家用車 
 
プロジェクトに対する生徒の理解と姿勢の評価方法 
事前に全校集会を開催し、その年のウォーカソンの目的、支援先の現状等の概要を聞く機会をもつ。その際、支

援先の組織の代表や現地で働くシスターから、現地の状況や支援の成果についてプレゼンテーションを受ける機

会もある。毎年全校集会で、東北やフィリピンを訪れた生徒から現地情報や活動報告を受け、報告を聞いた生徒

たちはそれぞれ感想を「振り返りシート」に記入している。現地を訪れた生徒も、必ず感想を文書にして残して

いる。生徒たちの振り返りの一部は、学年通信や学校のウェブサイトに掲載される。また、ウォーカソン当日の

模様は、地元のテレビ局や新聞で報道される。今後は具体的な数字などによる評価方法も研究する予定である。 
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 協賛: 百五銀行

送り先 募金の使われ方 金額

1986 年　（第 1 回） ｲﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｰ･ﾆｶﾗｸﾞｱ 医薬品及び教育費援助  651,935　円

1987 年　（第 2 回） ｲﾝﾄﾞ ｽﾗﾑ街環境改善及び教育費援助  870,800　円

1988 年　（第 3 回） ﾆｶﾗｸﾞｱ 難民村の井戸掘り費援助 1,135,135 円

1989 年　（第 4 回） ｲﾝﾄﾞ ｽﾗﾑ地区の学習場と職業訓練場建設費 1,433,376 円

1990 年　（第 5 回） ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ･ｲﾝﾄﾞ 医薬品及び教育費援助 2,295,671 円

1991 年　（第 6 回） ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ｲﾝﾄﾞ 教育施設整備費及び教育費援助 2,166,820 円

1992 年　（第 7 回） ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ｲﾝﾄﾞ ﾃﾞｲｹｱｾﾝﾀｰ,ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ建設費援助 2,038,600 円

1993 年　（第 8 回） ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ･ﾁﾘ･ｲﾝﾄﾞ 学習場建設費及び教育援助 1,705,902 円

1994 年　（第 9 回） ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ｲﾝﾄﾞ 井戸掘り建設費及び給食ｾﾝﾀｰ建設費援助 1,872,261 円

1995 年　（第 10 回） ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ｲﾝﾄﾞ 教育援助 1,956,588 円

1996 年　（第 11 回） ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 学校,ｻﾅﾄﾘｳﾑの維持・運営費 1,600,000 円

1997 年　（第 1 回） ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ･ｲﾝﾄﾞ 教育費及び医療器具援助 1,849,641 円

1998 年　（第 13 回） ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ･ｲﾝﾄﾞ 教育費及び医療器具援助 1,995,745 円

1999 年　（第 14 回） ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ･ｲﾝﾄﾞ･ｺｿﾎﾞ 教育費及び医療器具援助 2,053,003 円

2000 年　（第 15 回） ｲﾝﾄﾞ･ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 教育援助及び医療設備の一部 1,792,248 円

2001 年　（第 16 回） ｲﾝﾄﾞ･ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 教育費及び地雷除去 1,777,560 円

2002 年　（第 17 回） ｲﾝﾄﾞ･ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ・ｺﾝｺﾞ 学校建設費及び整備費 1,741,403 円

2003 年　（第 18 回） ﾍﾟﾙｰ･南ｱﾌﾘｶ共和国 教育援助及び医療器具援助 1,826,416 円

2004 年　（第 19 回） ﾍﾟﾙｰ･ｼｴﾗﾚｵﾈ 教育援助 1,724,158 円

   2005 年　(第 20 回) ｽｰﾀﾞﾝ・ｼｴﾗﾚｵﾈ 医療器具・教育費援助 1,763,517 円

   2006 年　(第 21 回) ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ・ｼｴﾗﾚｵﾈ 医療器具・教育費援助 1,699,538 円

　 2007 年  (第 22 回) ｼｴﾗﾚｵﾈ・ｺﾝｺﾞ民主共和国 医療器具・教育費援助 1,934,396 円

　 2008 年　(第 23 回） ｼｴﾗﾚｵﾈ・ﾐｬﾝﾏｰ連邦 医療器具・教育費援助 1,730,905 円

　 2009 年　(第 24 回） ｼｴﾗﾚｵﾈ・ﾐｬﾝﾏｰ連邦 医療器具・教育費援助 1,362,598 円

　 2010 年　(第 25 回） ｼｴﾗﾚｵﾈ・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 教育費援助 1,561,826 円

　 2011 年　(第 26 回） 東日本大震災被災地・シエラレオネ 復興支援・教育費援助 1,834,370 円

　 2012 年　(第 27 回） 東日本大震災被災地・シエラレオネ・フィリピン 復興支援・教育費援助 1,684,178円
　 2013 年　(第 28 回） 東日本大震災被災地・シエラレオネ・フィリピン 復興支援・教育費援助 1,703,070円

　　　　　　　　　東日本大震災被災地の復興と

　　　　　　　　　シエラレオネ・フィリピンの教育に援助を!！

今までのウォーカソンで協力していただいた募金の送り先・使われ方・金額

 29th　ＷＡＬＫＡＴＨＯＮ
 ＳＡＩＮＴ　ＪＯＳＥＰＨ

主催：セントヨゼフ女子学園

日時 ： 2014年10月18日(土)　13時10分～13時30分　スタート
　　　　　　　　　　　　（雨天決行）

　 ウォーカソンとは，募金活動の一つです。参加者は決められた１０kmのコースを歩き，終わって
からその行為に対して，自分で探したスポンサーの方から約束しておいた金額のお金を支払っても
らい，それを募金するものです。
　本校では1986年より実施しており，今年は29回目です。毎年，援助を必要としている地域の中か
ら，生徒自らがよく調べて選び，その地にお金を送ります。
　今年も昨年に引き続いて，東日本大震災被災地の復興とシエラレオネ・フィリピンの人々の教育
支援のために使われる予定です。

 後援: 国際ソロプチミスト三重アイリス

　　　 久居ロータリークラブ
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参加希望者は… 
１． スポンサーは自分で探します。両親や親戚，友達，ご近所の方などにお願いしてください。 
２． スポンサーを探す時は，あなたがコースを 1 km歩くごとに原則として ３０円以上出してくだ

さるようにお願いします。例えば 1 km歩くごとに 100 円と決めたとすると，10 kmの全コー
スを歩き終われば，1,000 円をスポンサーの方から募金していただくことになります。1 km
あたりの金額は，あなたとスポンサーの間で決めてください。 

３． スポンサーの方には，参加証に名前と金額を記入していただきます。参加申し込みの 
受付けは， 
１，２，３年生は，10/７(火)，予備日は９日(木)です。 
４，５，６年生は，10/15(月)，予備日は９日(木)です。 
帰りの HR で，学園会委員が集め登録します。 

 
４． 歩く生徒は，上記の日に申し込みをすませてください。事前の申し込みなしで参加す

る場合は，必ず事務所前の当日受付で手続きをして、スタートして下さい。 
５． ５㎞を歩く人は，参加証の右上の５の数字を赤○で囲んでください。 

 
１０月１８日 （土） ウォーカソン当日には… 
１． 10 km の決められたコースを，送り先の方々のことを思いながら歩きましょう。競走ではない

ので急ぐ必要はありませんが，最終的に４時には必ず学校へ戻るようにしてください。 
２． 途中３か所のチェックポイントでは，必ずスタンプを押してもらいましょう。 

これは歩いたことをスポンサーに証明する大切なものとなります。 
３． ５㎞で終わる人はそのことをスタッフに知らせてから終了するようにしてください。

その場合はチェックポイント２で、名前をチェックしてもらってから帰ってください。 
 
歩き終えたら… 
１． スタンプを押した参加証をスポンサーの方に持っていき，約束の募金をいただいてください。 
２． スポンサーの方には，「ありがとうございました」というお礼の言葉を忘れずに言いましょう。 

お礼状が必要な方には渡してください。 
３． 集めた募金は，募金用の封筒に必要事項を記入し， 

 
参加証を同封の上，封をして １０月２１日 （火）から２８ 日 （火）までに 

 
朝のＨＲで、学園会委員に提出してください。 
学園会委員は、職員室ドアの内側に置いてある学年の段ボール箱へ入れてください。 
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ウォーカソン参加の注意

１．安全に十分気をつけて
正しいコースを歩きましょう。

２．貴重品は必ず身につけましょう。
３．10 ㎞歩く人は，相当のどが渇きます。

十分な量の飲み物を持って出発してく

ださい。

４．13:10 ～ 13:30 の間に余裕をもって
スタートしておいてください。

５．参加者は、切り取ったバーコードを必
ず出してから出かけてください。

６．各チェックポイント、ゴールで必ずス
タンプを受けてください。

７．競走ではないので、自分のペースでゆ
っくり歩きましょう。

８．半分（5 km）のコースの参加者は、第
２チェックポイントで，そのことを伝
えて名前のチェックを受け，帰ってく
ださい。

９．途中にトイレはないので、出かける前
に忘れずに！

10. 途中で棄権する人は必ず学校に

電話してくだい。
（原則として第２チェックポイント以前
の棄権はしないでください）
決して無断で帰らないようにしましょ
う！

※ 第 2 チェックポイントで、久居ロータリ
ークラブから飲み物の差し入れが予定さ
れています。

〒 514-0823 三重県津市半田１３３０
セントヨゼフ女子学園

059‐227‐6465
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５．三重大学教育学部附属中学校
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中国文化講座
２０１４年度の交流の様子

事前学習

中国の文化や暮らしについ
ての調べ学習と発表

三重大学で学ぶ中国人留学
生を招いてのお話や中国語
講座

来日の日程

７月１２
日（土）

京都観光

７月１３
日（日）

京都観光 → ホームステイ開始

７月１４
日（月）

附属中にて授業体験と部活体験→三重大学訪問→
ウェルカムパーティ→ホームステイ

７月１５
日（火）

附属中授業体験→空港近郊のホテルに宿泊

７月１６
日（水）

離日

来校初日

ホームステイの生徒が
居るクラスにでの授業体験
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中国文化講座
２０１４年度の交流の様子

事前学習

中国の文化や暮らしについ
ての調べ学習と発表

三重大学で学ぶ中国人留学
生を招いてのお話や中国語
講座

来日の日程

７月１２
日（土）

京都観光

７月１３
日（日）

京都観光 → ホームステイ開始

７月１４
日（月）

附属中にて授業体験と部活体験→三重大学訪問→
ウェルカムパーティ→ホームステイ

７月１５
日（火）

附属中授業体験→空港近郊のホテルに宿泊

７月１６
日（水）

離日

来校初日

ホームステイの生徒が
居るクラスにでの授業体験

三重大学へ表敬訪問

ウェルカムパーティでの様子
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国際理解学習の取組から 
三重大学教育学部附属中学校 

附属中学校では、平成 18 年度より中国の天津市実験中学との交流を行っ

ています。民族や文化の違いを尊重し、協働しあえる、高いコミュニケーシ

ョン能力を備えたグローバル人材としての生徒の育成を目指したものです。 
隔年で互いの国を訪問・交流し、相互理解を深める取組をしており、本年

度は７月に、天津市実験中学の生徒８名と教員２名が来校しました。それに

先立ち、５～７月には、中国の文化や暮らしについての調べ学習を行い、そ

れをクラスで交流したり、三重大学で学ぶ中国人留学生を招いて、中国の文

化・生活の紹介や中国語講座を行ったりしました。  
７月 13 日、実験中学の生徒・教

師が来校すると、まず全校集会で歓

迎セレモニーを行いました。セレモ

ニーでは、互いの学校を紹介するプ

レゼンテーションと、附属中学校の

校歌を披露しました。最後には、記

念品として松阪木綿で作ったコー

スターを贈呈しました。その後、実

験中学の生徒は、日本におけるステ

イ先の生徒のいるクラスに入って、授業見学をしたり、本校の１年生と交流

学習会を持ったりしました。そこでは、１年生の中国調べの発表を興味深そ

うに聞き、一緒にゲームを楽しむほほえましい姿がたくさん見られました。 
翌日には、３年生の家庭科の授業で和菓

子づくりに挑戦しました。日本の伝統的な

お菓子に関心をもったようで、試食しなが

ら「おいしい。」と笑顔を見せていました。

他にも、３年生の生徒とともに国語や数学、

英語の授業を受けました。短い期間の交流

でしたが、互いの生徒にとって、国際理

解・協調の感覚を養う大切なひとときにな

ったと思われます。 
この経験をもとに、今後、一層重要になるであろう、アジアの隣国との絆

を深めるきっかけにしてほしいと思います。 
秋以降、１年生が社会見学で大阪のコリアンタウンを訪問します。また、

イングリッシュキャンプを実施したり、留学生を招いて異文化理解学習に取

り組んだりする予定です。 
今後も、国際社会で協働し、活躍できる人間の育成を目指し、国際理解教

育を推進していきたいと考えています。 
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６-2．三重大学災害ボランティア支援団体（MUS-net） 
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○大学内のイベント開催

・防災ウィークで防災について考えるイベント（地震体験車・煙体験・非常食試食など）

・大学祭での支援物資や防災グッズの販売、非常用持ち出し袋の開発・普及など

○大学の津波避難マークの提案や大学の避難場所や備えを記載した防災ガイド普及

地震があったら、学内避難の場合、４階以上の建物に避難！！ 
詳しくは防災ガイドをチェック！！（防災ガイドは各学部に置いてあります！） 

防災ガイド 
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から 年半が経ったけど、

私たち大学生にもできることがある！！！

東北の方たちに私たち学生の若い力を届け、

防災意識を持って備えよう！！

東北支援、防災について関心ある学生さんは、

ぜひ一緒に活動しませんか？ 

連絡先：musnet2011@gmail.com 
Facebook、 twitter やブログ「MUS-netの奮闘記録」もやってますので、 
よければご覧ください!(^^)! 
定期的にメーリスで学生ボランティアを募集します！！ 
一緒に活動したい、参加したいなど関心ある方は以下 QR コードにアクセス、
空メールを送信してメーリングリストに登録ください！ 
イベントなどの情報をゲットして、一緒に参加しよう!(^^)! 
一緒に運営してくれるメンバーも募集中～！ 
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６-3．防災学習部会 
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感想
・大学の避難経路を改めて確認するのは新鮮だった。

・免震構造などの見えないものに守られていることを感

じることができた。

・側溝や電灯などの必要不可欠なものも、避難時には

危険になることがあるということが分かった。

・夜間などを想定したとき、電灯が足りないと思った。

分科会を通して

・災害は自分たちの身近に起こるものであるという

意識を持つことが大切であり、日頃から被災時の

動き方について考えておく必要を感じた。

・被災の経験を後世に伝えていくことが、防災に

つながるということを話し合いを通して感じた。
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１．「ESD in 三重 2014」行程表 

バ
ス

バ
ス

バ
ス

バ
ス

 

バ
ス

バ
ス

バ
ス

バ
ス

ス

★スケジュール

■勢水丸乗船時の持ち物、服装

長ズボン、運動靴（※スカート不可。長ズボンはベルトを着用してください。また、必ず運動靴で参加し

て下さい。クロックス等のサンダルや下駄、かかとの高い靴は不可。）

飲み物、乗り物酔いの薬（必要な方のみ）

「 三重 」行程表 月 日（金）

昼食（車内） 

アジア・太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習（勢水丸）

（ ～ ） （ ～ ） 

～ 受付（三重大学正門）

～

～

～

～

 

～

 

アジア・太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習（海の博物館）

アジア・太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習（海女小屋・国崎散策）

（ ～ ） （ ～ ） 

～ 夕食

（生協第一食堂２階） 
 

点呼・バス乗車

松阪港到着

バス下車

点呼・バス乗車

海の博物館到着

バス下車・休憩

 

点呼・バス乗車

三重大学正門到着 

コース

受付（三重大学正門） ～

コース

～ 夕食

（生協第一食堂２階） 
 

～  

～

～

 

～

～  

三重大学正門到着

点呼・バス乗車 

バス下車

松坂港到着

点呼・バス乗車

 

バス下車・休憩

海の博物館到着

点呼・バス乗車
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「 三重 」行程表 月 日（土）

★スケジュール

■松名瀬干潟清掃時の持ち物、服装

動きやすく汚れても良い服装、汚れても良い靴、タオル、水分（ のペットボトルをひとり一本

こちらで用意します。）

※清掃で使用する軍手、ゴミ袋、火ばさみをこちらで用意します。

バ
ス

バ
ス

バ
ス

～ エクスカーション（松名瀬干潟）

～ 受付（三重大学正門） 

～

  
～

 
 
 
 
 
 
 

～
 
 
 

～

 
～

 
 

 

～ 交流・昼食（松名瀬干潟）

～ エクスカーション（斎宮歴史博物館）

～ 夕食（三重大学 生協第一食堂２）

点呼・バス乗車

松名瀬干潟到着 
オリエンテーション

 
 
 
 
 
 
 
点呼・バス乗車
 
 
 
斎宮歴史博物館到着・バス下車

 

点呼・バス乗車

 
三重大学正門到着 
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点呼・バス乗車
 
 
 
斎宮歴史博物館到着・バス下車

 

点呼・バス乗車

 
三重大学正門到着 

「 三重 」行程表 月 日（日）

★スケジュール

バ
ス

バ
ス

～ エクスカーション（三重県総合博物館）

 

～ 受付（三重大学正門） 

～

～

 
 

～

 

～ 昼食（生協第一食堂２階） 

～ 分科会（三重大学 環境・情報科学館）

～ 受付（環境・情報科学館 階ホール）

～ 開会挨拶

説明

グループ分け
 
 

～ 分科会（ 演習室 ）

・防災学習

・生物多様性

・地球温暖化（気候変動）

・歴史文化遺産

・国際理解

～ 休憩

～ 全体会（環境・情報科学館１階ホール）

各分科会発表

まとめ

～ 宣言文作成セッション

～ 夕食（三重大学 生協第一食堂２階）

点呼・バス乗車

三重県総合博物館到着・バス下車
 

 
 

点呼・バス乗車

三重大学正門到着 
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「 三重 」行程表 月 日（月）

★スケジュール

～ 昼食（三重大学 生協第一食堂２階） 

～ アジア・太平洋環境コンソーシアム 国際シンポジウム

（環境・情報科学館 階ホール）

～ 受付（環境・情報科学館 階ホール）

開会

～ 挨拶（内田淳正 三重大学長）

～ 「 三重 」成果報告および表彰式

・「 三重 」成果報告

（朴恵淑 三重大学理事・副学長）

・「 三重 」映像上映

・環境コンテスト表彰式

・ アイデア表彰式

・受賞者インタビュー

～ 基調講演１「瀬戸内海・犬島における 教育プログラムの開発

～ワークショップ事例発表：いぬじま探検隊～」

講演者：森下眞行（岡山県立大学 学科長・専攻長・教授）

事例発表者：岡山県立大学デザイン学部学生

～ 休憩

～ 基調講演２「食とエネルギーの環境大国デンマークの経験に学ぶ」

講演者：ピーター ピーダーセン

（リーダーシップアカデミー 代表）

～ 記念講演

「日本における国連 の 年の成果・課題と今後の展望」

講演者：阿部治

（立教大学教授・ 研究所所長・日本環境教育学会会長）

～ 分科会発表（各分科会発表者）

～ アジア・太平洋持続可能な開発のための教育（ ）ユース宣言

閉会

～ 立食パーティー（三重大学 生協第一食堂２階）

 

～ 「映画 ！ と三重大学演習林」企画展示

オープニングイベント（三重大学レーモンドホール）

 
 

～ 受付（三重大学環境・情報科学館 階） 
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閉会
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～ 受付（三重大学環境・情報科学館 階） 

２．環境コンテスト受賞作品

環境コンテスト受賞者 ポスター部門

紀北町立三浦小学校 高橋朋恵さん
最 優 秀 賞
三重大学長賞

優 秀 賞

鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校 朝井愛香さん

奨 励 賞

名張市立薦原小学校 大森美幸さん

準備

生物の環境を守ろう 私たちは地球を守る 日本代表！

あなたは地球をふみしめる？ふみにじる？

世界遺産を守ろう

森林を大切に

奨 励 賞

鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校 三谷香織さん

優 秀 賞

鈴鹿市立白子中学校 谷川幸輝さん
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環境コンテスト受賞者 標語部門

梅村学園三重高等学校

東 綾菜さん

最 優 秀 賞
三重大学長賞

優 秀 賞

梅村学園三重中学校

日高晴実さん

優 秀 賞

名張市立名張小学校

稲森裕次郎さん

奨 励 賞

梅村学園三重高等学校

西出あかねさん

奨 励 賞

三重県立木本高校

檜作祐太さん
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環境コンテスト受賞者 標語部門

梅村学園三重高等学校

東 綾菜さん
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三重大学長賞
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名張市立名張小学校

稲森裕次郎さん
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梅村学園三重高等学校

西出あかねさん

奨 励 賞

三重県立木本高校

檜作祐太さん

環境コンテスト受賞者 壁新聞部門

三重大学教育学部附属中学校

中井蓮花さん
牛場佳加さん
北村姫睦さん

最 優 秀 賞
三重大学長賞

優 秀 賞

名張市立蔵持小学校

川北 李さん

優 秀 賞

三重大学教育学部附属中学校

斎藤寛人さん 長谷川竜大さん
奥田至音さん 武田佳祐さん

坂倉耀さん

奨 励 賞

名張市立名張小学校

奨 励 賞

名張市立箕曲小学校

地域の文化財等に関する学習

生物多様性「ツバメについて」

地域の文化財等に関する学習「藤堂高虎」

環境学習 「一週間のゴミ調べ」
防災 「防災新聞」
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３．ECO アイデア 2014 第 1 期 優秀賞受賞アイデア  
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職員 学務部 藤森 豊

「快適な温湿度の外気を上手に取り入れる夏の室内空調」 
（① 夏季と冬季の節電アイデア／省エネルギーアイデア ） 
  部屋の空調は入れていたけど、「部屋の外に出てみたら、部屋より涼しかった」という経験はありませんか。

また、外の気温が 28 度にも満たないのに、冷房のスイッチを入れていることは実はよくあることと思います。 
もし外気が快適な温湿度であった場合、空調を利用しなくても外気を室内に取り込むことで室内は快適になる

はずですが、これまでよりももっと積極的に快適な外気を取り込む工夫をすることで、かなりのエネルギーを

節約できるはずです。快適かどうかは、温度だけでなく湿度がどれくらいかによっても変わりますので、「不快

指数」というものを利用するといいと思います。 以下のようなことを実施してはどうかと思います。  １．部

屋の中に積極的に外気を取り込むことが出来るようにしておく。これは全学の取り組みとして行う。例えば、・

窓を開けられるように網戸を取り付ける・扇風機を置き、室内の空気が外と入れ替わるように扇風機をうまく

利用してもらう・窓に吸気の出来る換気扇を設置する・積極的に外気を部屋に取り込むためのオリジナルな装

置を開発して設置するなど  ２．外気の不快指数を常に監視する担当部署をつくる。いくつ以下の不快指数な

らば外気を取り込むことを推奨するのかを決めておく。  ３．不快指数の状態をメールで全学に向けて知らせ

る仕組みを構築しておく。  ４．外気の状態が指定の不快指数を通り過ぎる時に、以下のように担当部署がメ

ールで知らせる。・指定の不快指数より数値が小さくなったら、エアコンを切って外気を取り込むよう一斉メー

ルで促す・指定の不快指数より数値が大きくなったら、外気が指定の不快指数を超えていることを一斉メール

で知らせる （同時に適切な温度設定等を心がけるよう伝える）例えば、おおよその一日の動きは以下のよう

になります。朝のうちはエアコンは使わず、外気を取り込むことを推奨。お昼に近づき指定の不快指数より数

値が大きくなったときは、一斉メールで知らせて同時に適切な空調の温度設定などを呼びかける。夕方になり

指定の不快指数より数値が小さくなったら、エアコンを切って外気を取り込むよう一斉メールで促す。 ●アイ

デアの対象期間：5 月～10 月（不快指数が高くなる期間） ●アイデアの対象場所：学内全建物（賛同し協力頂

ける教職員と学生が取り組める場所） 可能であれば、他の企業や自治体などとも連携して実施できれば、な

おいいと思います。 ●アイデアの効果（予測）：計算していないので解りませんが、過去１シーズンの気温・

湿度の記録を調べ、協力頂ける人の割合などを予測してどれくらいの部屋で実施されるかを見積もれば、どの

くらいのエネルギーを節約できるかは計算できると思います。 
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学部学生 工学研究科・工学部 中井 有沙

私は三重大学の木々や草花は、学生や教職員達に特別に意識されていると感じない。それは、三重が田舎で

あるため、自然のある風景があたりまえであるという意識が人々の中にはあり、それを活用しようとしていな

いからではないか。そこで、自然の素晴らしさを感じてもらうために、森の中にカフェを開いたらどうかと思

う。共通教育 2 号館と体育館の間に木々が育っている箇所があり、月に 2 回程度そこにあるベンチに座っても

らって静かにお茶を楽しめるようにすればいいのではないか。この時大切なのは店を開くときのコンセプトで

ある。一つは、自然を感じてもらうために静かに過ごすことである。大学内では夏にはセミが、秋にはコウロ

ギなどが鳴いているし、ヒヨドリやメジロなどの鳥も出現する。二つ目には、季節感を感じてもらえて、学内

の自然を活用できるものにすることである。幼いころには季節の行事を行っていたが大きくなって忙しくなる

につれて、それらを感じる暇なく日々が過ぎていくことがあるからである。三重大学では 6 月あたりになると

ヤマモモやクコの実などの木の実が取れたり、夏には緑のカーテンにゴーヤやタイタンビカスができるので、

それらを用いたメニューを作ってみるといいと思う。三つ目には、普段話さない人との交流や新しい発想に触

れる機会を提供する場とすることである。相席を促したり、「○○についてどう思うか」というテーマに回答で

きて他の人の意見も見ることのできるボードを設置したりして、普段部活・サークルやバイトをしているとき

には考えないことを考える機会を作ることで、その人の世界が広がる場となるといいと思う。これらのコンセ

プトを理解してもらうことで、来店した人たちが毎日の生活に自然を感じ、それらをもっと活用していくこと

で、自然を大切にしていくことをもっと意識するのではないだろうか。 
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学部学生 教育学部 下田菜生

三重大学においては多くの環境に関する授業が開講されているが、時間の制約や必修授業との兼ね合いによ

って興味のあるすべての授業を履修できるわけではない。また学習した内容についてその授業を受講した本人

の中でとどまることが多く、その他学生が内容について詳しく知る機会がない。そこで環境に関して学んだこ

とや自分がボランティア活動や市民団体で学んだことを、学生がレポートを書くのに使用して使い慣れている

ワードでまとめる。まとめたものをムードルを使って投稿し、その他学生にも知識の共有ができる場を提供す

る。ムードルを使用することで投稿者にコメントをつけることや、同じ授業を受講した学生が補足説明をする

こともできる。そのうえわかりやすいものなどには評価をつけ、評価の高いものには MIEU ポイントを特別に

付与する。対象期間は授業期間ではなく、長期休暇中とすることで長期休暇になっても継続的に学習でき、テ

ストや課題などに追われていないため内容について吟味しながら投稿できる。対象場所については制限を設け

ないかわりに、投稿する項目を先に選ぶことであとで見るときにテーマごとにまとまって見られるようにす

る。効果として興味があっても受けられていなかった授業の内容を知れることによって、他分野について学習

することができ生涯教育にもつなげられるのではないか。また先生方にも見てもらうことで、学生がどのよう

に授業を受け止めているのか相互に学ぶことができるようになると予想される。 
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教員 工学研究科・工学部 北 英彦

教室の温度環境の現状把握をすべきである．→ 対策を急ぐべき教室を絞る．  (1) 暑いという教室を，学

生・教員に教えてもらう．Web 上で報告できるようにする．ゾーン，建物，階，教室番号，年月日，時間帯，

そのた自由記述．  (2) 暑いと指摘された教室で，1 周間ぐらい 24 時間温度測定を行う．適当なデータロガー

を探す．A&amp;D 温度データーロガーAD-5325 がアマゾンで 7000 円ぐらい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職員 施設部 宮崎 典

エアコン室外機の設置位置について  学内の一部で見かけますが、エアコン室外機が近い位置（向かい合う

等）に設置されており、ショートサーキットを起こしているところがあります。室外機を設置する際に少し注

意することで、効率よく、無駄な消費電力を抑えることができます。すでに設置されている室外機を移動する

ことは費用もかかるので難しい部分もありますが、対策としては有効だと思います。     アイデアの対象期

間 ： 平成２６年度第Ⅰ期  アイデアの対象場所 ： 学内全て  アイデアの効果（予測） ： 20％ぐら

い改善されるでしょうか。。。 
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学部学生 生物資源学研究科・生物資源学部 森元貴大

節電・省エネの ECO アイデアとして、「節電・省エネ選手権」の実施を提案します。これは大学内の各部署

を対象とし、電気使用量や紙の使用量などいくつか項目を設け、その項目ごとに前年度比でどれだけ削減でき

たかを競います。そして、年度末に集計し、第 1 位になった部署に対しては、省エネ商品を贈呈し、より一層

の省エネに取り組んでもらいます。学部によって電気などの使用量は異なるので、使用量そのものの数値では

なく、何％削減できたかという割合で表します。アイデアの対象期間は毎年です。毎年実施して継続的に改善

していけば、かなりの成果が見られると思います。また、アイデアの効果としては、自分達が実践した省エネ

活動の結果が数値によって「見える化」されることで、成果を実感できるとともに、次の環境活動へのモチベ

ーションを高めることができます。さらに、部署間で競い合い、賞品も用意することで、より高い効果が得ら

れると予測されます。 
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職員 施設部 稲垣美穂子

環境・情報科学館に発電式の自転車を設置し、携帯の充電などが出来るようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職員 生物資源学研究科・生物資源学部 野呂 明美

エアコンを稼動させる部屋の数を減らす。  あちらこちらの部屋に分散している学生の居室を夏季，冬季の

エアコンを稼動させる時期には，少なくとも 1 研究分野に 1 室に限定してエアコンを稼動させる。広い事務室

に 1 人で残業という場合，自分の机以外での作業が可能である場合は狭い部屋へ移動して作業する。 
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職員 施設部 中村成次

「エレベータの利用制限」  ・エレベータで３階以下の移動の際は、原則エレベータ利用禁止(台車、車椅子

等特別な利用の場合は除く)  ５階以上移動の際、階段を利用した人には、申請すれば１日１回まで等限定で

ポイント付与も検討してはどうでしょうか。  節電の効果が期待できます。    
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５．「アジア・太平洋環境コンソーシアム ESD国際シンポジウム」 講演資料

記念講演「日本における国連 ESDの 10年の成果・課題と今後の展望」 

阿部 治 立教大学教授・ESD研究所所長・日本環境教育学会会長 
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５．「アジア・太平洋環境コンソーシアム ESD国際シンポジウム」 講演資料

記念講演「日本における国連 ESDの 10年の成果・課題と今後の展望」 

阿部 治 立教大学教授・ESD研究所所長・日本環境教育学会会長 
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６．分科会発表資料
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＜分科会発表 ③ 生物多様性 A＞ ＜分科会発表 ④ 生物多様性 B＞ 
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＜分科会発表 ⑤ 地球温暖化 A＞ 

＜分科会発表 ⑥ 地球温暖化 B＞ 

＜分科会発表 ⑦ 歴史文化遺産 A＞ ＜分科会発表 ⑧ 歴史文化遺産 B＞ 
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＜分科会発表 ⑨ 国際理解 A ＞ ＜分科会発表 ⑩ 国際理解 B＞ 

＜分科会の作業風景＞ 
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7．「ESD in 三重 2014」関連放送・新聞掲載情報 
 

＜ テレビ ＞ 
放送日時 放送社名 番組名

平成 年 月 日 ～ テレビ 「イッポウ」

平成 年 月 日 ～ 総合・津 「ほっとイブニングみえ」

平成 年 月 日 ～ 三重テレビ 「三重テレビニュース」

平成 年 月 日 ～ 総合・津 「ほっとイブニングみえ」

平成 年 月 日 ～ 三重テレビ 「三重テレビワイドニュース」

 
 

＜ 新聞 ＞ 

※ 資料集での掲載なし 
 

掲載日時 掲載紙名 記事の見出し

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 三重 概要発表

平成 年 月 日 朝日新聞 夕刊 四日市公害の教訓 世界へ 名古屋で来月 ユネスコ会議、三重大発表

平成 年 月 日 伊勢新聞 日刊 ※

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 公害教訓に街づくり

平成 年 月 日 毎日新聞 日刊 三重大 世界会議前に 学生ら環境問題考慮

平成 年 月 日 中日新聞 日刊 各国学生交流し 推進策 ユース会議開幕 鳥羽で海女社会の仕組み学ぶ

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 世界の若者 三重学ぶ 関連イベント 「海女の生活 自然と調和」

平成 年 月 日 伊勢新聞 日刊 松名瀬海岸、清掃し観察 松阪 人、 カ国の学生らも ※

平成 年 月 日 中日新聞 日刊 環境保護の必要性訴え ユース会議 三重大で各国学生ら

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 「命あふれる地球 未来に」 三重大でシンポ ユース宣言採択

平成 年 月 日 朝日新聞 日刊 豊かな自然 未来へ カ国の学生 人「ユース宣言」

平成 年 月 日 日本経済新聞 夕刊 「四日市」の教訓 世界へ 三重大生 環境教育を発信

平成 年 月 日 毎日新聞 日刊 の成果を報告 三重大 期間中の感想など発表

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 「八百万の神」世界に発信 「四日市学」を開講した三重大副学長

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 三重大環境戦略 現状と展望報告 名古屋でセミナー

平成 年 月 日 朝日新聞 日刊 「学んだこと、ぜひ実践を」 三重大の朴恵淑・副学長が発表

平成 年 月 日 讀賣新聞 日刊 公害の教訓 未来に生かす
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